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総額４億7,000万円　国の臨時交付金はこのように使います

希望ある未来のために

地域活性化交付金の概要
　国の平成 22 年度補正予算で措置された地域活性
化交付金は、円高・デフレ対応の緊急総合経済対
策として、地域の実情に応じた、きめ細かな事業
に活用できます。
○きめ細かな交付金
　地域の活性化ニーズに応じた、きめ細かな事業
に対する支援
○住民生活に光をそそぐ交付金
　光が十分当てられなかった住民生活分野に対す
る支援

　竹田市議会第１回臨時会で国の地域活性化交付
金を活用した事業に係る予算案が１月14日に提案
され、可決されました。
　補正額4億7000万円は、農林水産業、商工、土
木、教育費などのソフト事業、ハード事業にまん
べんなく財源措置され、29ものプロジェクトが第
4四半期に集中して行われることになりました。
　次世代の希望ある未来を築くため、総力をあげ
た取り組みを紹介します。

　竹田市バイオマスタウン
構想に掲げる「竹の堆肥化・
飼料化プロジェクト」の実
現を図るため、「植繊機」
を購入します。
　この機械で竹を粉にし、
その粉をボカシに混ぜるこ
とによって生ごみの堆肥化
を図り、生ごみの量を少な
くする実証実験を竹田市ク
リーン農業推進協議会が行
います。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
実
現

↑植繊機

　竹田市農村回帰支援セン
ターが行う「田舎暮らし体
験事業」。都会からの移住
を検討している住民に一定
期間の田舎暮らしを体験し
てもらう宿泊施設として、
野外研修施設「そうぞうの
丘」のバンガローを使用し
ますが、その 2 棟へのエア
コン設置や共同トイレの水
洗化を行い、農村回帰の足
がかりを作ります。

田
舎
暮
ら
し
体
験
の
施
設
整
備

↑そうぞうの丘バンガロー

　老朽化している南山荘の
調理室を新築移転し、集会
室を食堂に改修します。あ
わせて調理室や隔離病棟の
備品を新たに購入し、入居
者の利便性を図ります。
　また、車椅子や歩行器を
使用する入居者が、容易に
通行できるように避難路を
舗装し、緊急時のスムーズ
な避難誘導による安全の確
保に努めます。

南
山
荘
調
理
室
等
の
施
設
改
修

↑竹田市養護老人ホーム南山荘
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　竹田市文化財管理セン
ター（旧双城中）から稲葉
ダム本体建設工事事務所が
撤収することに伴い、地元
要望にもあった教育分野の
施設活用に鑑み、別府大学
との相互協力協定に基づく
連携事業を視野に入れた施
設改修を行います。
　食堂や浴室の設置、プレ
ハブの移設とあわせ、寝具
等の備品を購入します。

大
学
連
携
の
新
た
な
拠
点
整
備

↑竹田市文化財管理センター

平成22年度　（地域活性化交付金）きめ細かな交付金一覧
№ 事業担当課 事業の内容 予算額 № 事業担当課 事業の内容 予算額

1 企画情報課 竹田市バイオマスタウン構想
植繊機購入 1,733 15 直入支所

産業建設課
長湯温泉療養文化館特別会計
繰出金 23,418

2 久住支所
いきいき市民課 沢水市有地防火帯設置 936 16 商工観光課 モニターツアー事業補助金

（ツーリズム協会） 6,000

3 久住支所
いきいき市民課 牧野防火帯設置 10,050 17 商工観光課 竹田福岡間直行バス実証実験

事業委託 3,150

4 企画情報課 野 外 研 修 施 設 「 そ う ぞ う の
丘」の改修 12,214 18 建　設　課 道路維持補修事業 56,234

5 養護老人ホーム
南　山　荘

調理室の新築移転、集会室の
改修、避難路舗装等 51,940 19 建　設　課 道路新設改良事業

（竹田4路線、久住２路線） 82,300

6 福祉事務所 都野保育所　フェンス設置、
プレハブ倉庫、加湿器 1,708 20 教育委員会

総　務　課 小学校プール改修事業 30,000

7 福祉事務所 竹田保育所　遊具取替、網戸
取付、物置、加湿器 2,238 21 教育委員会

総　務　課 教育用コンピュータの購入 14,814

8 福祉事務所 荻保育所　プレハブ倉庫、加
湿器、食器等消毒保管庫 2,090 22 教育委員会

総　務　課 旧祖峰中学校屋外プール解体 10,667

9 福祉事務所 白 丹 保 育 所 　 冷 蔵 庫 、 加 湿
器、エアコン 881 23 生涯学習課 各種体育施設の改修工事並び

に維持補修工事 5,221

10 農林整備課 市単土地改良事業として小規模
な農道改良舗装、水路改修等 14,000 24 中央公民館 入田分館新築工事 40,421

11 農林整備課 林道維持補修等にかかる工事
請負費 10,000 25 中央公民館 公民館維持補修事業 4,701

12 商工観光課 地域商品券補助金 20,000 26 中央公民館 12分館使用備品購入 240
13 商工観光課 陽目の里維持補修工事請負費 9,300 27 文化会館 文化会館施設設備維持補修工事 15,781
14 商工観光課 景観保全事業補助金 512 小　　計 430,549

平成22年度　(地域活性化交付金)住民生活に光をそそぐ交付金一覧

（単位：千円）

№ 事業担当課 事業の内容 予算額 № 事業担当課 事業の内容 予算額

1 養護老人ホーム
　南　山　荘 調理室及び隔離病棟備品購入 17,062 2 文化財課

別府大学との連携事業を見据
えた文化財管理センターの改
修工事等

22,389

小　　計 39,451

（単位：千円）

福岡・竹田直行バス実証実験事業　会員制バス
「ＹＯＫＡＲＯバス」の会員募集を開始します。
　福岡市と竹田を結ぶ公共交通の整備は長い間の市民の願いでしたが、今回地域
活性化交付金を活用して、会員制貸切りバスの博多駅～竹田温泉花水月間の定
時運行の支援を実証実験として行います。（実証実験の告知に係る委託費として
3,150,000 円を予算計上）
　これは、福岡博多駅と竹田温泉花水月を結ぶ直行バスを１日２往復で運行する
もので路線や時刻は次のとおりです。（予定）

竹田温泉花水月発　　久住支所前　　　　黒川温泉　　　　博多駅着
　①　６：５０　→　　７：０５　→　　７：３５　→　　９：４０
　②１３：３０　→　１３：１５　→　１３：４５　→　１６：２０ 
    　博多駅発　　　　　黒川温泉　　　　久住支所前　　竹田温泉花水月発
　①１０：１０　→　１２：１５　→　１２：４５　→　１３：００
　②１６：５０　→　１８：５５　→　１９：２５　→　１９：４０

　竹田からは福岡での文化行事やイベント参加、大学生の週末帰省等に活用し、福
岡からの高齢者や女性層、学生層の竹田への誘客に活用できると期待しています。
　利用する場合は①社団法人ＹＯＫＡＲＯに会員登録し→②必要なときにバスを
予約→③会員は 1 年間に何回でも無料でバスを利用できます。
会員登録費用は　年会費 4000 円～ 4500 円を予定しています。
　４月１日から運行開始予定。会員登録は２月中旬から社団法人ＹＯＫＡＲＯ竹
田事務局で行います。☎ 0974-63-0663（竹田温泉花水月内）
お問い合わせは、竹田市商工観光課☎ 0974-63-4807 まで
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「
平
成
23
年
竹
田
市
消
防
出
初
式
」

を
１
月
10
日
、
消
防
署
員
、
消
防
団

員
な
ど
５
０
０
名
が
参
加
し
、
直
入

総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
今
年
も
、
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
で『
人
員
服
装
点
検
』

や
『
放
水
点
検
』、『
分
列
行
進
』
を

行
い
ま
し
た
。

　
点
検
者
の
首
藤
市
長
は
「
想
定
で

き
な
い
自
然
災
害
が
続
発
し
て
い
る
。

竹
田
市
消
防
署
と
消
防
団
が
一
枚
岩

と
な
っ
て
、
安
心
・
安
全
を
確
保
す

べ
く
そ
の
技
術
に
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
て
ほ
し
い
」
と
講
評
を
述
べ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
永
年
消
防
活
動
に
従
事
さ

れ
た
な
ど
の
功
労
が
あ
っ
た
方
々
の

表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
受
章
者　
　
（
敬
称
略
）

大
分
県
議
会
議
長
表
彰

○
優
良
消
防
団
員

　

竹
田
方
面
隊　
伊
東　
　
浩

　
竹
田
方
面
隊　
堀　
　
良
治

　
荻
方
面
隊　
　
後
藤　
一
郎

　
久
住
方
面
隊　
志
賀　
公
成

　
直
入
方
面
隊　
甲
斐　
一
徳

竹
田
市
長
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
者（

勤
続
15
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　
甲
高
幸
一
・
山
口

誠
・
佐
藤
昇
一
郎
・
古
澤
邦
利
・

高
橋
章
次
・
井
哲
博
・
高
野
光
恵
・

吉
良
一
幸
・
藤
本
幹
二
・
森
賢
一

郎
・
森
英
次

荻
方
面
隊　
　
熊
谷
芳
嘉
・
佐
藤

勝
己
・
伊
東
正
文
・
戸
井
田
勝
・

金
丸
浩
二
・
高
城
猛
・
佐
藤
一
喜
・

大
窪
政
二

久
住
方
面
隊　
浅
倉
博
文
・
吉
野

謙
吾
・
川
越
俊
一

直
入
方
面
隊　
工
藤
芳
浩
・
清
水

純
一
・
首
藤
敏
朗
・
井
上
一
美
・

吉
野
太
・ 

佐
藤
克
徳
・
小
野
光
洋
・

吉
野
忠
利

○
永
年
勤
続
退
団
者（

勤
続
15
年
以
上
）

　
竹
田
方
面
隊　
熊
谷
英
一
・
姫
野

亮
・
佐
藤
康
宜
・
古
庄
孝
則
・
臼

井
哲
郎
・
菊
池
博
文
・
大
塚
俊
裕
・

山
口
忠
・
衛
藤
俊
二
・
神
路
祗
光

幸
・
二
宮
三
蔵
・
堀
徳
広
・
三
田

井
浩
昭
・
阿
南
久
勝
・
野
田
道
人
・

工
藤
明
彦
・
森
幸
則

　
荻
方
面
隊　
　
本
田
隆
憲

　
久
住
方
面
隊　
志
賀
清
隆
・
志
賀

雅
男
・
大
塚
斎
昭
・
衛
藤
哲
次
・

小
里
誠
二

　
直
入
方
面
隊　
秦
博
典
・
田
北
文

利
・ 

奴
留
湯
弘
憲
・
後
藤
和
徳

○
消
防
協
力
者

（
防
火
水
槽
用
地
等
無
償
提
供
者
）

　
小
代
英
蔵
・
中
村
自
治
会
・
久
保

自
治
会
・
阿
南
義
純
・
後
藤
正
徳
・

河
野
房
子

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

　
竹
田
方
面
隊　
野
尻
和
敏
・
和
田

睦
徳
・
佐
藤
淳
一
・
河
野
光
博
・

藤
原
幸
成
・
後
藤
正
樹
・
工
藤
勲
・

渡
辺
怜
史

　
荻
方
面
隊　
尾
仲
智
広
・
向
井
隆

二
・
本
田
博
宣
・
黒
林
達
也
・
後

藤
功
喜
・
今
永
洋
平
・
後
藤
和
文

　
久
住
方
面
隊　
井
英
昭
・佐
藤
香・

池
見
傑
・
堀
孝
広
・
倉
橋
大
吾
・

中
村
章
太
郎
・
内
柳
雅
浩
・
島
村

育
郎
・
足
達
崇
徳
・
藤
井
竜
也

　
直
入
方
面
隊　
久
保
芳
久
・
甲
斐

孝
博
・
山
田
尊
訓
・
工
藤
康
匡

○
優
良
分
団

　
（
大
分
県
消
防
操
法
大
会
出
場
隊
）

　
荻
方
面
隊　
　
第
２
分
団

　
久
住
方
面
隊　
第
１
分
団
第
２
部

頼
み
ま
す！
市
民
の
安
心･

安
全

平
成
23
年
竹
田
市
消
防
出
初
式

↑人員服装点検

放水点検
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竹
田
市
消
防
署
と
大
分
大
学
医
学

部
附
属
病
院
は
、
救
急
救
命
士
の
資

格
を
有
す
る
救
急
隊
員
が
行
う
高
度

な
救
急
救
命
処
置
の
「
質
」
の
確
保

と
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

再
教
育
体
制
を
つ
く
る
「
救
急
救
命

士
の
研
修
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
17
日
、
そ
の
調
印
式
が
大
分

大
学
医
学
部
特
別
会
議
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
再
教
育
時
間
は
２
年
間
で

１
２
８
時
間
以
上
。「
病
院
実
習
」
は

２
年
間
で
48
時
間
以
上
と
し
て
い
ま

す
。

　

工
藤
克
美
消
防
長
は
「
22
年
度
の

救
急
出
動
１
３
３
７
件
の
う
ち
、
市

外
搬
送
は
６
７
０
件
と
い
う
現
実
が

あ
る
。
救
急
救
命
士
の
技
術
向
上
が

あ
れ
ば
、
市
民
に
安
心
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
の

「
協
定
」
は
、
県
内
で
は
大
分
市
、
由

布
市
、
臼
杵
市
に
続
き
４
件
目
。
今

後
と
も
市
民
の
安
心
安
全
を
第
一
に
、

さ
ら
な
る
『
救
急
業
務
の
高
度
化
』

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

みんなで防災意識を高めよう！
　３月１日㈫から３月７日㈪までの一週間、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり「春の全国火災予防運動」
が行われます。今回は『平成 22 年　竹田市の火災及び救急・救助出場状況』をお知らせします。火災等が発生
した時に慌てないように、日頃から防火、防災意識を高めましょう。

平成22年　竹田市の火災及び救急・救助出場状況
◇火災の状況
　竹田市の火災件数は39件、負傷者７人といずれも前年と比較して増加して
います。火災種別では、林野火災が２件、その他（くろ焼き等）火災が７件増加
しています。
　原因別では、たき火（寄せ焼き）が22件と最も多くなっています。田んぼの
くろ焼きなどをする時は「火災とまぎらわしい届出」を消防署に提出してくださ
い。風の強い時や一度に広く火をつけたりしないようにしましょう。また、消
火用具は必ず用意してください。
◇救急の状況
　竹田市消防署の救急出場件数は1,337件、搬送人員1,287人となっており、
前年と比較していずれも増加しています。搬送人員の７割以上を65歳以上の
高齢者（平成21年中の全国平均49.3％）が占め、今後も高齢者に対する救急出
場は増加するものと考えられます。管外搬送は、前年より119件増加していま
す。また、大分大学医学部付属病院のドクターカーなどとの連携により早期に
救命処置が行われることができるようになりました。
　竹田市消防署では市民の皆様を対象に応急手当の普及啓発に取り組んでいま
す。家族や大切な人の命を守るために普通救命講習を受講しましょう。
　また、「かかりつけ医」を持つと共に医療機関への早めの受診をお願いします。
◇救助の状況
　竹田市消防署の救助出場件数は37件で、交通事故19件、山岳救助10件と前
年よりそれぞれ２～３件増加しています。山岳登山は体調に合わせ、無理のな
いルートで楽しみましょう。また、携帯電話の充電状態も確認しましょう。
●お問い合せ　竹田市消防署本部　☎0974-63-0119

救急出場件数 （単位：件）

救急搬送人員 （単位：人）

火災件数 （単位：件）

原因別火災件数 （単位：件）
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我がまちの貴重な文化財を守る！
　文化財を災害から守るとともに、文化財
愛護を深めることを目的に毎年 1 月 26 日
は「文化財防火デー」と定められています。
この日にちなみ、文化財防火訓練が 1 月
23 日に「願成院本堂（愛染堂）」で行われ
ました。
　竹田市消防署、竹田市消防団竹田方面隊
第１分団が出動し、本番さながらの緊張感
のなかで放水活動をしました。

↑工藤消防長と古林秀則病院長（兼救命救
急センター長）〔写真右〕

救
命
の
技
術
向
上
で
築
く
安
心
の
ま
ち

↑国指定重要文化財「願成院本堂（愛染堂）」で防火訓練
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平
成
22
年
度
竹
田
市
成
人
式
が
１
月
10

日
、
竹
田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
会
場
に

は
１
７
７
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

首
藤
勝
次
市
長
か
ら
成
人
者
を
代
表
し
て

金
丸
文
明
さ
ん
と
山
田
麻
矢
さ
ん
に
成
人
証

書
が
授
与
さ
れ
、
田
邉
直
勝
教
育
委
員
長
か

ら
市
長
直
筆
に
よ
る「
悠
々
と
し
て
急
げ
※
」

と
記
さ
れ
た
記
念
品
の
ク
オ
カ
ー
ド
（
成
人

式
実
行
委
員
会
制
作
）
が
後
藤
孝
聖
さ
ん
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
新
成
人
者
た
ち
に
「
人
生
に
お
い

て
、
目
標
を
持
っ
て
い
る
人
に
し
か
チ
ャ
ン

ス
は
見
え
な
い
。
人
生
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン

が
見
定
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
決
断
が
で
き

な
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
お
楽
し
み
会
で

は
、
中
学
時
代
の
恩
師
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
ま
た
懐
か
し
い
友
人
た

ち
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

※悠々として急げ……小説家・開高健によるラテン語『Festina Lente（フェスティ
ナレンテ）』の訳。「ゆっくり急げ」、「急がば回れ」などの意味。

平
成
22
年
度
竹
田
市
成
人
式

悠
々
と
し
て
急
げ
竹
田
の
未
来
の
宝

新
成
人
２
４
３
人

新成人としての『誓いの言葉』を述べる
成人式実行委員会委員長の古澤淳士さん

↑金丸さんと山田さんに成人証書を授与

↑中学時代の友だちと嬉しい再会

↑大いに盛り上がったお楽しみ抽選会

工藤　裕基　　古荘　達哉
熊谷　将尚　　松尾　愛美
熊田　祥太　　山田　麻矢
倉橋　　翔　　吉野　美帆	
後藤　多紀	

校　区　外
濱田由香里　　高城みずほ
殷　　媛媛　　後藤　政也
佐藤　辰哉　　浦辺　春代
冨高璃依子　　森　　良平
足立　美和　　川瀬裕次郎

　　 　　渡辺織津香
肖　　　遥　　小坂　隆二
甲斐夕加里　　尚　　　杰
藤元　　光　　佐藤　彩花
坂口　友美　　塩手　　聡

志賀　愛香　　渡邊　　慧

都 野 校 区
岩屋　亮典　　佐名田穂波
衛藤　早紀　　三浦　拓也
衛藤　正成　　三浦　昌也
甲斐　　翔　　村田　壽勝
甲斐　寛隆　　鷲司　　廉	
茅野　風歌　　渡邊　拓也	
倉橋　　隆

直 入 校 区
内田　壮汰　　佐藤　由香
大塚ほのか　　田北　友輝
甲斐　麻那　　田北　裕貴
川嶋　佳菜　　廣瀬　恵太
貴島　　想　　藤下　広夢
木村　匠吾　　古荘　一馬
工藤　真弓　　古庄　大地

学校区 男 女 計（人）
竹　　田 38 25 63
竹田南部 31 34 65
緑 ヶ 丘 15 14 29
久　　住 16 14 30
都　　野 10 3 13
直　 入 14 9 23
校 区 外 7 13 20
合　 計 131 112 243

●竹田市の新成人者の人数

ゆ　

う

ゆ　

う

い　

そ
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倉野　逸人　　堀　翔一郎
小出さや香　　本田　彰平
合志　麗美　　吉野　真紀
後藤　孝聖	

久 住 校 区
内那加奈子　　下藤　丈治
衞藤　麻実　　須藤　大地
衛藤　　梢　　髙木　駿平
甲斐美沙輝　　田北香菜恵
工藤　美咲　　田崎　直人
黒田　　憂　　鶴田　純平
坂田健二郎　　楢木野香織
迫田　宏樹　　野田　佑磨
佐藤　稜香　　深津　隆久
佐藤菜央美　　深津　智久
佐藤　愛恵　　帆足　由香
志賀　　灯　　森山　孝志
志賀　　篤　　山口　智子
志賀　　聖　　吉野　元気

堀　菜都希　　堀　芙実香
三澤　恵美　　益永　志織
八幡　加奈　　宮野　真衣
吉川　大貴　　山下　紘平
渡部　界知　　渡部　紋子
渡部　寛子　　渡邊　涼太
渡邊　美里

緑ヶ丘校区
安藤　李紗　　後藤裕一郎
安南　汐里　　佐藤　浩幸
今永　美咲　　佐藤　友城
岩井　沙月　　清水　　学
岩本佳菜子　　清水由美子
浦松　直実　　下田　崇博
大崎　真也　　白石　万理
太田　敦子　　橘　　俊樹
甲斐　雅弘　　戸井田みずほ
菅　　聡志　　徳永奈緒美
倉野　真慈　　深江　政裕

大塚香菜子　　伊藤　由香
大塚　翔太　　上野　恭平
小野みゆき　　甲斐　逸平
片山　慎也　　柴田　智美
金丸　　悟　　川野　千春
金丸　文明　　河村　忠彦
木部　竜次　　菅　　晴絵
後藤　晃広　　工藤　昂大
後藤　章文　　黒野　祐矢
後藤　朝香　　佐藤浩太朗
坂井　拓矢　　佐藤　雄太
佐藤　世奈　　佐藤　里奈
志賀　　愛　　相馬　未希
志賀　　彰　　髙橋　雅広
中倉　健太　　田仲　理恵
野仲　　愛　　冨髙　麻緒
野仲真理子　　野仲　隆太
浜中和一郎　　林　　真佑
林　　真那　　藤澤　麻衣
平井麻衣子　　藤原　佑衣
深田　　聡　　古澤　彰一

羽田野美希　　佐藤　　愛
原田　翔平　　添田　剛広
古澤　拓也　　多治見雄平
堀光美奈江　　徳尾　実優
増永　　明　　友岡美紗緒
嶺田朱友子　　秦　　和平
村上　睦樹　　稗田　友宏
山口　祐典　　古澤　淳士
湯木野翔平　　本田　和規
吉岡　和守　　三浦　亮介
吉野　　均　　村上　和成
和田　　翔　　山口　三奈
師藤　祐樹

竹田南部校区
浅倉　愛実　　浅川　祥太
阿南　　篤　　麻生宏士郎
阿南　美紅　　阿南　捺希
荒牧　裕太　　阿南　美咲
梅村あゆみ　　池田　秀馬

竹 田 校 区
井上　涼太　　赤峰　瑞晃
宇野　実花　　足立慎太郎
大津　知実　　安東　亜紀
大塚　健人　　臼井　大士
甲斐徳太郎　　衛藤　幸大
金子　華依　　加藤　蓉子
河野　唯士　　上川　翔太
河野　公則　　河野　隼佑
河野　綾二　　河野　真士
工藤真由子　　木下　祥平
後藤　勇城　　吉良　佳子
佐藤カトリーナ　　吉良みづき
佐藤　貴洋　　工藤　拓也	
佐藤　舞衣　　工藤千賀子
塩﨑　雪絵　　工藤　由佳
柴尾　香織　　熊谷　大海
添田　正雄　　兒玉　友宏
富高　雅史　　後藤　真希
長松　美希　　坂梨　　瞳

ご成人おめでとうございます
『名前』は生まれて最初にもらった、親からのメッセージ

　
自
分
自
身
に
責
任
の
持
て
る
、

　
　
　
　
　
　
　
自
立
し
た
大
人
に

　

私
は
今
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
竹
田
市
消
防

本
部
で
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。
一
見
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
た
私
は
、
か
つ
て
感
じ
た
こ
と
の
な
い
職
場

の
雰
囲
気
に
、驚
き
と
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
。
今
で
は
「
助

か
る
命
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
思
い
に
溢
れ
、
人
か
ら
信
用
さ
れ
る
人
間
に
な
る

た
め
、
日
々
精
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
日
、
新
成
人
と
な
る
私
た
ち
は
、
今
の
社
会
を
よ
り

よ
い
も
の
す
る
た
め
に
、
自
ら
学
び
、
考
え
、
行
動
し
、

自
分
自
身
に
責
任
を
持
て
る
人
に
な
る
よ
う
努
力
を
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
様
々

な
試
練
や
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で

い
き
な
が
ら
自
立
し
た
大
人
に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
ご
指
導

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
豊
か
な

竹
田
の
自
然
、
そ
し
て
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
家
族
の
お

陰
で
す
。『
感
謝
』
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
社
会
を
支
え

て
い
く
成
人
と
な
る
こ
と
を
決
意
し
、
誓
い
の
言
葉
と
し

ま
す
。

成人式実行委員会委員長
古澤　淳士さん

� 2011年２月発行
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たけたん新成人 竹田市出身の４人の新成人たちに
将来の夢を語っていただきました。

将
来
自
分
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
を
作
る
こ
と
が
夢

今
年
は

　
自
分
の
将
来
を
掴
む
年
に

田北文化服装学院デザイン
服飾科２年　直入中学校出
身　20 歳
　在学中に洋裁技術や販売
の資格を習得。卒業後は、大
分市の縫製工場への就職が
内定している。
　５人兄弟の長女。４月から
高校生の制服等をつくる仕
事に携わるため、弟や妹たち
が自分の作った制服を着る
かもしれないと思うと気合
が入るという。
　自分の手で服を作るいう
長年の夢は叶った。次は「将
来自分が着るウェディング
ドレスを作れるようになり
たいな…」と、もうひとつの
夢を語る。
　新成人としてご両親へ贈
るメッセージは…。
　「長女で甘えたりわがまま
も多かったと思いますが、全
部受けとめてくれた親に感
謝しています」

山田　麻矢
MAYA YAMADA

平井麻衣子

美容師になるため現在人生
修業中
久住中学校出身　20 歳
　人生の教訓は「“ ありがと
う ” と “ ごめんなさい ” を言
える人になれ」。
　将来の夢は「美容師になっ
たらボランティア活動をし
て、自分を育ててくれたこの
町に貢献をしたいです」。
　大自然に囲まれて過ごし
た久住中時代。転校生だった
直人さんは、多くの友だちに
恵まれて楽しい思い出がで
きた。新成人となった今、当
時の同級生たちに「久住に来
て出会えて本当によかった
なと思う。ありがとう！」と
温かいメッセージを贈った。

田崎　直人
NAOTO TASAKI  

MAIKO HIRAI

青山学院大学法学部２年
竹田南部中学校出身　20 歳
　執行官だった祖父の影響で
法学の道に進み、ずっと弁護
士を志していたが、大学に
入ってから政治に興味を持つ
ようになる。
　やがて、法律でも救えない
人々こそ目を向けるべきだと
気づき、メディアの力で世の
中を変えるべく、今は『報道
記者』になりたいと、新たな
進路はすでに定まっている。
　新成人になった決意は「人
間的に成長したい」。様々な
考え方を受け入れて、何事も
広い視野で見ることのできる
人になりたいという。将来の
夢は「人のためになるような
仕事したい」。大学の友人に
は『第２の蓮舫』と呼ばれて
いる麻衣子さんは、はっきり
と意思表示のできる女性を目
指しているそうだ。
　新成人としてご両親へ贈る
メッセージは…。
　「今の私があるのは家族の
おかげ。いつか絶対恩返し
ができるように出世致しま
す！」

〝
あ
り
が
と
う
〟と〝
ご
め
ん
な
さ
い
〟

を
言
え
る
人
に

自
分
の
両
親
の
よ
う
な

大
人
に
な
り
た
い

岩本佳菜子
KANAKO IWAMOTO

中村学園大学短期大学部幼
児保育学科２年　緑ヶ丘中
学校出身　20 歳
　保育士と幼稚園教諭の免
許を習得するため、昨年竹田
幼稚園と荻保育所、しらゆり
幼稚園で教育実習。素直で感
受性の豊かな竹田の子ども
たち。自然に恵まれた竹田市
は子育ての環境に合ってい
るという。
　新成人の決意は「明るく楽
しく、でも厳しさも持ち合わ
せている、自分の両親のよう
な大人になりたいです」と話
す佳菜子さん。さらに、両親
には「今まで 20 年間育てて
くれてありがとう。私のした
いことに反対もせず、いつも
応援をしてくれた両親に感
謝しています。将来、ふるさ
とに帰ってきた時には、お世
話になります（笑）」とメッ
セージを贈った。
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竹
田
市
出
産
祝
金
を
廃
止
し
ま
す

　

竹
田
市
出
産
祝
金
交
付
事
業
は
、

少
子
化
が
進
展
す
る
中
に
お
い
て

竹
田
市
民
が
次
代
を
担
う
子
ど
も

を
出
産
し
た
こ
と
を
祝
い
、
出
産

祝
金
を
交
付
す
る
事
業
と
し
て
平

成
17
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
１
５
０
名
前
後
の
方
々
に
約

４
０
０
万
円
を
交
付
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
平
成
22
年
度
か
ら
子

ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ほ
か
、
子
ど
も
に
か
か
る
医

療
費
の
助
成
や
不
妊
治
療
費
の
補

助
、
保
育
所
や
幼
稚
園
に
か
か
る
保

護
者
の
負
担
軽
減
な
ど
を
は
じ
め

と
し
て
、
出
産
・
子
育
て
支
援
、
少

子
化
対
策
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
後
さ
ら
な
る
拡
充
を

図
る
た
め
、子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
に
は
、
一
時
的
な
祝
金
を
交
付
す

る
の
み
の
事
業
か
ら
、
側
面
的
で
継

続
性
の
あ
る
支
援
事
業
へ
軸
足
を

移
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
県
の
出
産
祝
金
に
か
か
る
補
助

金
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
今
、
県
下
で

出
産
祝
金
を
交
付
し
て
い
る
市
は

竹
田
市
を
含
め
２
市
の
み
と
な
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
的
に
勘

案
し
た
結
果
、
出
産
祝
金
事
業
に
つ

い
て
は
平
成
22
年
度
を
も
っ
て
廃

止
し
、
出
産
・
子
育
て
支
援
、
少
子

化
対
策
事
業
全
体
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
出

産
祝
金
の
交
付
申
請
を
受
付
て
い

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情

報
課　
☎
６
３
ー

４
８
０
１

　
竹
田
市
は
、
直
入
地
域
審
議
会
及

び
直
入
荘
「
あ
り
方
」
検
討
委
員
会

が
示
し
た
「
存
続
」
の
答
申
を
受

け
、
「
存
続
の
妥
当
性
と
そ
の
手

法
」
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
有
識
者

会
議
を
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
日
時　
平
成
23
年
２
月
18
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

◇
場
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
（
市

役
所
隣
）

◇
内
容　
表
題
の
テ
ー
マ
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

　
　
　
　
　

存
続
手
法
を
考
え
る
有
識
者
会
議
を
開
催
！

「
直
入
荘
の
あ
り
方
と
温
泉
療
養
保
健
制
度
の
展
望
」

テ
ー
マ 平成23年度臨時職員・非常勤嘱託員を募集します

　竹田市及び竹田市教育委員会では、平成23年４月１日以降採用の臨時職員・非常
勤嘱託員を次のとおり募集します。採用方法は、応募者の中から面接等により選考
し決定します。
１　募集内容

職　種 備　　　　　　　　　　考
一 般 事 務 事務補助（パソコン使用業務有）

専 門 職 資格必要（保健師、看護師、保育士、幼稚園・小学校・中学校教諭、司書、
司書補）

２　勤務条件等   給与・休暇：市の規定による
　　　　　　　　（一般事務：日額5,500円、専門職：それぞれの資格による日額）
　　　　　　　　勤務時間：原則として正規職員に準ずる
　　　　　　　　社会保険：法定制度適用
　　　　　　　　任用期間：最長１年、職種及び配置先により異なる
　　　　　　　　勤務場所：本庁、各支所及び市教育委員会の各施設等
　　　　　　　　※詳細な条件は職種等により異なりますので面接時に説明します。
３　募 集 要 件　⑴平成５年４月１日までに生まれた人
　　　　　　　　⑵次のいずれかに該当する人は申し込みできません。
　　　　　　　　・成年被後見人又は被保佐人
　　　　　　　　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでの人又はその

執行を受けることがなくなるまでの人
　　　　　　　　・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成

立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体
を結成し、またはこれに加入した人

　　　　　　　　・日本国籍を有しない人で、在留活動が制限されている在留資格
を有する人

４　応 募 方 法　随時受付します。竹田市指定の履歴書に写真を添付し、総務課、
各支所いきいき市民課、教育委員会総務課のいずれかに提出して
ください。

　　　　　　　　受付は、閉庁日を除く、午前８時30分から午後５時までです。
　　　　　　　　※４月からの任用を希望する方は２月18日㈮までに必着するよ

う提出をお願いします。
　　　　　　　　※履歴書は、総務課、各支所いきいき市民課、教育委員会総務課

に用意しているほか、竹田市のホームページ（http://www.city.
taketa.oita.jp/）からもダウンロードできます。

５　統一面接日　平成23年２月27日㈰予定 （面接時間等は、直接お知らせします。）
　　　　　　　　※専門職については、別に面接日を設定する場合があります。
６　お問い合せ　竹 田 市 総 務 課 職 員 係　☎0974-63-1111（内線216）
　　　　　　　　竹田市教育委員会総務課　☎0974-63-4816

●出席者（予定）
コーディネーター
・竹田市長　首藤勝次
パ ネ リ ス ト
・ＪＴＢ常務　清水愼一（立教大学教授）
・旅館玉の湯　桑野和泉（前ツーリズム大分会長）
・㈱三和酒類　西太一郎（ツーリズム大分会長）
・地域審議会　秦　安廣
・検討委員会　工藤藤男　　〔敬称略〕

議会人事 １月 14 日、竹田市議会議長に加藤正義議員が
選出されました。また、市議会選出の竹田市監
査委員に中村憲史議員が選任されました。

中村憲史監査委員加藤正義議長
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後
藤
是
山
先
生
と
の
再
会

　
昨
年
末
に
熊
本
に
出
か
け
る
機
会
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
。
上

京
の
折
に
熊
本
空
港
に
向
か
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
自
分
の
時

間
で
熊
本
を
楽
し
め
る
機
会
な
ど
め
っ
た
に
な
い
か
ら
か
、「
い

ろ
ん
な
も
の
を
見
て
み
た
い
」、
い
つ
も
の
好
奇
心
が
頭
を
持

ち
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
阿
蘇
神
社
に
。
初
詣
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
参
拝
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
年
末
に
し
て
は
予
想
以
上
の
参
拝
者

で
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
努
力
し
て
い
る
商
店
街
の
熱
気
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。
熊
本
市
内
に
あ
っ
て
は
、
久
し
ぶ

り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
熊
本
城
と
水
前
寺
公
園
へ
。
熊
本
城

が
最
近
注
目
を
集
め
て
い
る
と
い
う
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

周
辺
の
雰
囲
気
に
も
魅
力
の
力
が
宿
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
小
学
校
の
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る

水
前
寺
公
園
は
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る
風
景
と
は
遠
く
か
け
離

れ
て
い
て
、
正
直
、｢

見
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
。
幼
い
時
分
の

思
い
出
を
大
切
に
し
て
お
き
た
い｣

気
分
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

季
節
の
せ
い
で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
し
、
自
分
の
目
線
や
視

野
が
変
化
し
て
き
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
経
験
は
、

竹
田
市
へ
の
反
面
教
師
と
し
て
胸
に
刻
ん
で
お
き
た
い
と
も
思

い
ま
し
た
。

　
さ
て
。
実
は
、
私
の
最
大
の
楽
し
み
は『
後
藤
是
山
記
念
館
』

を
訪
れ
る
こ
と
で
し
た
。
水
前
寺
公
園
の
そ
ば
に
あ
り
、
10

年
ほ
ど
前
に
一
度
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、

徳
富
蘇
峰
先
生
や
与
謝
野
晶
子・鉄
幹
夫
妻
、
さ
ら
に
は
川
端

康
成
先
生
に
連
な
る
足
跡
を
知
る
に
つ
れ
、
是
非
と
も
再
訪
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
駆
け
足
で
何
と
か
た
ど
り
着
け
た
の
で
す
が
、
閉
館
間
近
な

時
刻
。
５
分
で
も
い
い
か
ら
と
ド
ア
を
開
け
る
と
、
学
芸
員
の

村
田
さ
ん
と
い
う
女
性
が｢

ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い｣

と
招
き
入
れ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

　
是
山
先
生
は
熊
日
新
聞
社
で
活
躍
さ
れ
た
人
。
ま
た
文
学
に

も
造
詣
が
深
く
幅
広
い
人
脈
を
も
っ
た
人
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

記
念
館
に
は
是
山
先
生
の
交
流
の
軌
跡
が
興
味
深
く
演
出
さ
れ

て
お
り
、
テ
ー
マ
の
設
定
や
資
料
の
見
せ
場
の
う
ま
さ
に
も
学

ぶ
べ
き
点
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
今
回
、
わ
た
し
に
は
ど
う
し
て
も
見
て
お
き
た
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
是
山
先
生
の
生
家
で
あ
る
久
住
町
の
後
藤
家
を
訪

れ
た
際
に
、
先
生
の
ご
長
男
で
竹
田
高
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
お

ら
れ
た
是
美
先
生
の
奥
さ
ま(

と
も
に
故
人)

か
ら
見
せ
て
い
た

だ
い
た
一
枚
の
短
冊
に
書
か
れ
た
歌
で
し
た
。

　
う
れ
し
い
こ
と
に
、
そ
の
歌
を
先
生
自
ら
が
書
か
れ
た
扁
額

が
す
ぐ
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
与
謝
野
鉄
幹
氏
か
ら
激

賞
さ
れ
た
と
い
う
そ
の
歌
は
こ
う
で
す
。

　
『
全
き
を
人
に
求
め
ず
地
に
座
し
て　

遙
か
に
空
の
ま
ろ
き

を
ば
見
む
』

　

こ
の
意
味
は
、「
他
人
に
完
全
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
な　

大
地
に
座
っ
て
空
を
見
上
げ
て
み
ろ　
空
は
ち
っ
ぽ
け
な
お
前

さ
ん
で
も
包
容
力
豊
か
に
丸
く
抱
い
て
く
れ
て
い
る
で
は
な
い

か
」。
あ
ら
た
め
て
自
省
の
念
に
か
ら
れ
る
の
で
し
た
が
、
こ

の
こ
と
を
縁
に
し
て
、
年
明
け
早
々
私
は
驚
く
べ
き
力
に
導
か

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
た
。（
以
下
は
来
月
号
）

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが

『有由有縁』。人との出会いや物事との接点
が生まれるのは、偶然ではなく、それなり
の理由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友人高田力
蔵の案内で竹田市を訪れ、竹田高校で講演
した川端との縁は、まさに目には見えない
力だけれど、神の配剤としか思えない。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」
（URL）http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←与謝野鉄幹・晶子夫妻と是山先生（写真右）
　写真提供・後藤是山記念館
　（熊本市教育委員会）

　竹田市長と国土交通省九州地方整備局長は、市内の同省所管
施設に豪雨や地震などの大規模な災害が発生し、または発生す
るおそれがある場合の応援に関する協定を九州内の市町村(政令
市除く)として始めて締結しました。
　１月13日に市役所で行われた調印式には、首藤市長と同省九
州方整備局の久野隆博佐伯河川国道事務所長（写真左）が出席し、
被害の拡大や二次災害の防止に向けた両者の協力体制が確認さ
れました。

九州初！大規模災害時の応援協定を締結

市長コラム
〈第19回〉

ぜ

ざ  

ん

「
全ま

っ
た

き
を
人
に
求
め
ず
地
に
座
し
て　

遙
か
に
空
の
ま
ろ
き
を
ば
見
む
」
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〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜
〈
14
〉

東
京
大
学
景
観
研
究
室
修
士
課
程
１
年

河
野　

健

　

竹
田
を
訪
れ
て
２
ヵ
月
後
、
研
究
室

を
離
れ
て
パ
リ
に
や
っ
て
き
た
。
極
寒

の
パ
リ
で
、
城
下
街
を
散
策
し
た
昨
年

７
月
を
思
い
出
し
な
が
ら
筆
を
取
っ
て

い
る
。
さ
て
、
僕
が
竹
田
を
訪
れ
た
の

は
夏
の
調
査
の
僅
か
１
回
で
あ
る
。
し

か
も
農
村
班
と
し
て
日
中
は
竹
田
の
棚

田
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
の
で
、
城
下
町

を
歩
い
た
の
は
た
っ
た
一
度
、
そ
れ
も

最
終
日
の
２
時
間
ほ
ど
し
か
な
い
。

　

事
前
調
査
で
は
城
下
町
の
建
物
を
年

代
ご
と
に
地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を

し
て
い
た
の
で
、
そ
の
地
図
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
花
水
月
か
ら
街
を
ぐ
る
っ

と
一
回
り
し
、
広
瀬
神
社
か
ら
街
を
見

渡
し
、
川
沿
い
を
歩
い
て
帰
っ
て
き

た
。
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
地
図
の
色
分

け
通
り
、
昭
和
の
雰
囲
気
の
中
に
所
々

に
江
戸
や
明
治
期
の
お
寺
や
武
家
屋
敷

と
い
っ
た
歴
史
的
な
建
物
が
点
在
し
て

い
る
。
穏
や
か
で
、人
は
暖
か
く
、ち
ょ

う
ど
歩
い
て
回
れ
る
大
き
さ
の
街
だ
。

そ
ん
な
印
象
が
残
っ
た
。

　

そ
し
て
、
夏
の
終
わ
り
に
パ
リ
に
降

り
立
っ
た
。『
華
の
都
・
パ
リ
』
と
い

え
ば
皆
が
憧
れ
る
街
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
街
の
中
心
を
流
れ
る
セ
ー
ヌ
川
、

そ
び
え
た
つ
歴
史
的
建
造
物
、
魅
力
的

な
小
道
、
な
ん
と
も
絵
に
な
る
カ
フ
ェ

で
の
談
笑
す
る
人
々
の
姿
。
悔
し
い
け

ど
、
こ
の
街
は
誇
り
高
い
。
そ
う
肌
で

感
じ
た
。
そ
ん
な
パ
リ
に
来
て
１
ヵ
月

程
経
っ
た
時
、
と
あ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て

僕
は
衝
撃
を
受
け
た
。
と
て
も
歴
史
的

な
街
だ
と
思
っ
て
い
た
パ
リ
が
、
実
は

街
を
形
作
る
大
部
分
の
建
物
は
１
５
０

年
前
に
出
来
た
も
の
だ
と
い
う
。
十
分

に
古
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
人
も
い

る
だ
ろ
う
が
、
僕
か
ら
す
れ
ば
僅
か

１
５
０
年
で
こ
ん
な
風
格
の
あ
る
街
に

な
る
の
か
、と
正
直
目
か
ら
鱗
だ
っ
た
。

勿
論
街
の
顔
で
あ
る
セ
ー
ヌ
川
、
何
世

紀
も
前
に
建
て
ら
れ
た
教
会
や
歴
史
的

建
造
物
の
存
在
は
大
き
い
だ
ろ
う
。
け

れ
ど
、
１
５
０
年
あ
れ
ば
今
も
世
界
か

ら
人
を
寄
せ
付
け
て
や
ま
な
い
パ
リ
の

様
な
街
だ
っ
て
で
き
る
の
だ
。

　

そ
し
て
ふ
と
思
っ
た
。「
け
ど
、
待

て
よ
？
街
を
突
っ
切
っ
て
流
れ
る
川
、

街
を
形
成
す
る
少
し
古
い
街
並
み
、
点

在
す
る
歴
史
的
な
建
物
。
こ
れ
っ
て
あ

の
街
も
同
じ
構
造
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。

だ
と
し
た
ら
、
今
あ
る
姿
を
丁
寧
に
活

用
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

け
ば
、
パ
リ
と
は
ま
た
別
の
形
の
、
誇

り
を
持
っ
た
街
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
。
ど
こ
の
街
か
は
も
う
お
気
づ
き
か

と
思
う
。
１
年
後
、
パ
リ
の
文
化
を
十

分
に
吸
収
し
た
後
、
も
う
一
度
足
を
運

ん
だ
時
、
竹
田
と
い
う
街
は
一
体
ど
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今

か
ら
楽
し
み
で
な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
国
立
土
木
学
校
留
学
中

今月のひと女
性
部
に
命
捧
げ
て
い
ま
す
！

経済産業大臣表彰を受賞した

秦
し ん

　カツ子
こ

 

「
和
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
心
が
ひ
と
つ
に
な
る

こ
と
が
大
事
」。

　

長
年
に
わ
た
り
商
工
会
女
性
部
の
社
会
的

地
位
の
向
上
、
商
工
業
の
地
域
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
11
月
26
日

に
開
催
さ
れ
た
「
商
工
会
法
施
行
50
周
年
記

念
式
典
・
商
工
会
全
国
大
会
」
に
お
い
て
、

経
済
産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
４
月
、
当
時
の
直
入
町
商
工
会

女
性
部
理
事
に
就
任
し
て
以
来
、
現
在
ま
で

通
算
24
年
間
の
役
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
大
分
県
女
性
部
連
合
会
役
員
に

な
っ
て
以
降
、「
車
椅
子
募
金
活
動
」
と
し
て

県
下
の
福
祉
施
設
等
に
寄
贈
、
広
域
連
携
事

業
を
推
進
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
度
か
ら
は

県
女
性
部
連
合
会
会
長
と
し
て
、
地
域
活
力

増
進
事
業
や
商
工
女
性
の
主
張
発
表
県
大
会
、

指
導
者
講
習
会
の
開
催
等
に
力
を
注
い
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
で
は
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

女
性
支
部
と
し
て
、「
丸
山
公
園
の
清
掃
」
や

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
等
の
環
境
美
化
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。　

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
一
番
の
思
い
出
は

県
商
工
会
連
合
会
主
催
の
最
後
の
運
動
会
。

必
死
の
応
援
で
、
豊
肥
ブ
ロ
ッ
ク
が
最
終
種

目
の
リ
レ
ー
で
逆
転
優
勝
。
豊
肥
11
市
町
村

会
員
が
抱
き
合
っ
て
喜
ん
だ
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

女
性
部
員
の
協
力
や
家
族
の
愛
情
が
長
年

自
分
を
支
え
て
く
れ
た
と
、
感
謝
の
言
葉
を

口
に
す
る
秦
カ
ツ
子
さ
ん
。
今
後
も
健
康
の

続
く
限
り
は
女
性
部
に
籍
を
お
い
て
、
そ
の

活
動
に
協
力
し
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（九州アルプス商工会女性部部長・74歳）



12広報たけた  平成23年２月号

　67年間の自動車運転を通じ交通事故防
止などに貢献された後藤磨さん（渡瀬・86
歳）が交通安全国民運動中央大会で、優良
運転者として表彰されました。
　大分バスの運転手を退職された後も安
全運転を励行される姿は、ドライバーに
とって、最高の手本を見せてくれています。

　

12
月
14
日
、
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア

で「
男
の
ク
ッ
キ
ン
グ
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
大
分
県
漁
協
の
お

魚
料
理
教
室
と
合
同
で
寒
ブ
リ
の
解

体
と
ブ
リ
料
理
の
調
理
を
行
い
ま
し

た
。
23
名
が
参
加
。
ブ
リ
の
さ
ば
き

方
の
説
明
の
後
、
調
理
開
始
。
献
立

は
ブ
リ
の
刺
身
、
あ
つ
飯
、
ブ
リ
の

ソ
テ
ー
キ
ノ
コ
添
え
、
ブ
リ
と
白
ね

ぎ
の
ご
ま
汁
の
４
品
。
参
加
者
は
皆

さ
ん
魚
の
お
ろ
し
方
が
学
べ
、
新
鮮

な
ブ
リ
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。男子厨房に入るべし！

↑３連覇を達成した７分団

↑決して最後まであきらめなかった２分団

第18回
室内綱引き大会 力合わせて熱き攻防

　新春恒例の「第18回室内綱引き大会」が1月23日、
竹田市B&G直入海洋センターで開催されました。
一般男性の部には9チーム、ミックスの部には6チー
ムが参加。気温の低い会場にも関わらず、選手の
熱気で一気にボルテージがあがり、いずれの試合
も力と力の熱い攻防が繰り広げられました。結果
は次のとおり。

【一般男性の部】
　優勝・７分団A、２位・３分団籾山、３位・１分団

【ミックスの部】
　優勝・２分団、２位・ピンクパンプキンA、３位・１分団

後藤磨さんが交通栄誉章
「緑十字金章」受章

↑「安全運転を呼び掛けていきたい」と後藤さん　

１
月
21
日
、
竹
田
南
部
中
学
校
の

本
校
舎
耐
震
補
強
と
増
築
工
事
が
完

成
し
、そ
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

校
舎
に
は
効
用
率
照
明
や
節
水
ト

イ
レ
な
ど
の
エ
コ
化
実
施
に
よ
る
全

面
改
修
、
ま
た
増
築
校
舎
の
屋
根
に

は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
、

教
室
内
は
木
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

生
徒
は
居
心
地
の
良
い
校
舎
で
勉
学

に
励
ん
で
い
ま
す
。

竹田南部中の新校舎完成
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宮
城
地
区
炭
竈
に
あ
る
彦
山
神
社

で
１
月
14
日
、
３
５
０
年
以
上
続
く

「
ど
ん
ど
焼
き
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

積
み
重
ね
ら
れ
た
竹
の
中
に
し
め
飾

り
な
ど
を
入
れ
て
点
火
。
炎
が
石
壁

を
駆
け
上
が
り
、
ど
ん
、
ど
ん
と
竹

の
破
裂
音
が
辺
り
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。

　

そ
の
お
き
火
で
焼
い
た
餅
を
食
べ

る
と
１
年
が
健
康
で
過
ご
せ
る
そ
う

で
す
。

彦
山
神
社
ど
ん
ど
焼
き

↑おき火で餅を焼く参加者のみなさん
　和太鼓集団TAOふるさと凱旋公演が昨年12月26日、竹田市文化会館
大ホールで行われました。躍動感溢れるステージパフォーマンスは、
超満員の会場を沸かせていました。
　翌27日、ＴＡＯ竹田公演実行委員会（神田長徳会長）主催による和楽
器のワークショップが同会場で開かれ、市内外の50人が参加しました。

ＴＡＯメンバーによる直接の指導に、参加者
は貴重な交流の機会となりました。
　ＴＡＯの黒柳夏子さんは「地元竹田のみな
さんと交流ができて、とても刺激になります。
和楽器の魅力も知ってもらいたい」と話して
いました。

ＴＡＯのメンバーによる
  和楽器のワークショップ開催

→
ステージ発表会で

「FESTA」を演奏

　

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育

て
よ
う
と「
第
３
回
雪
っ
こ
カ
ー
ニ
バ

ル
ｉ
ｎ
久
住
」が
12
月
19
日
、
久
住
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
、
子
育
て

支
援・障
害
者
支
援
の
関
係
者
の
み
な

さ
ん
が
、
餅
つ
き
、
コ
マ
回
し
、
ペ

タ
ン
ク
、
折
り
紙
な
ど
を
通
じ
て
、

楽
し
く
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 遊ぼう！雪っこカーニバル

　

１
月
22
日
、
第
33
回
川
合
尚
武
旗

竹
田
職
域
・
ク
ラ
ブ
駅
伝
競
走
大
会

が
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
26
団
体
が
参
加
。
主
な

結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
Ａ
部
】
優
勝
・
竹
田
市
役
所
Ａ

【
Ｂ
部
】
優
勝
・
竹
田
市
消
防
署
Ａ

【
中
学
生
の
部
】
優
勝
・
久
住
中
学

校
男
子
Ａ

「消防署Ａ」が総合優勝

　大分市出身で教師の傍ら絵筆を振るい、多
くの賞を受賞された故甲斐俊之氏を父に持つ
指原紀子さん（同市在住）が、雪景色に染まる
岡城跡の風景を描いた水彩画２点を１月21
日、竹田市に寄贈されました。
　80号の大作が、その大きさ以上の感動を与
えてくれることは間違いありません。
　この作品を多くの市民の皆さんにご鑑賞い
ただけるよう、現在展示方法について検討し
ています。

父の遺作絵画「岡城の雪景」
　 指原紀子さんが市に寄贈

↑大作を寄贈していただいた指原紀子さん

元
旦
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
！↑寒風吹き荒ぶなか、ランナーたちの走り初め

　
「
第
34
回
相
良
慶
隆
杯
竹
田
元
旦

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
１
月
１
日
、
竹

田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
80
人

が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
小
学
生
５
年
男
子
２
㎞
】
１
位
・
渡

辺
翼
（
三
重
町
陸
上
ク
ラ
ブ
）、【
小

学
生
６
年
男
子
２
㎞
】
１
位
・
改
木

悠
真（
都
野
小
学
校
）、【
小
学
生
５
、６

年
女
子
２
㎞
】
１
位
・
宮
本
聖
奈
（
白

丹
小
学
校
）【
中
学
生
男
子
３
㎞
】
１

位
・
副
田
拓
樹
（
久
住
中
学
校
）、【
中

学
生
女
子
３
㎞
】１
位
・
高
橋
彩
良（
三

重
中
学
校
）、【
一
般
女
子
３
㎞
】１
位
・

伊
藤
弥
生
（
竹
田
市
陸
協
）、【
高
校

生
男
子
５
㎞
】
１
位
・
渡
辺
大
輔
（
文

理
大
付
属
高
校
）、【
一
般
40
歳
未
満

男
子
５
㎞
】１
位
・
重
田
一
成（
キ
ュ
ー

チ
ク
）、【
一
般
40
歳
代
男
子
５
㎞
】

１
位
・
佐
田
修
一（
竹
田
市
陸
協
）、【
一

般
50
歳
代
男
子
５
㎞
】
１
位
・
工
藤

英
信
（
竹
田
市
役
所
）、【
一
般
60
歳

以
上
男
子
５
㎞
】１
位
・
石
川
章
一（
フ

ジ
ジ
ン
醤
油
）〔
敬
称
略
〕
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日
る
す
生
再
を
町
下
城
が
館
書
図
新

和
昭

　

35

は
物
建
の
そ
。
館
書
図
立
市
た
し
工
竣
に
年

50

や
化
朽
老
た
経
を
月
歳
の
年

保
確
性
便
利
の
者
用
利
も
ら
か
面
の
所
場
地
立
、
え
加
に
さ
小
狭
う
伴
に
加
増
の
書
蔵

』
生
再
町
下
城
『
す
ら
た
も
が
設
建
館
書
図
た
じ
通
を
携
連
の
と
業
事
他
、
め
進
り
掘
に

。
す
ま
り
な
と
点
発
出
る
え
考
を

性
要
必
す
戻
を
子
り
振
の
識
意
■

城
藩
岡
る
あ
史
歴
、
は
設
建
館
書
図
す
な

の
そ
、
て
し
と
設
施
核
中
的
化
文
の
町
下

。
す
ま
い
て
れ
ま
望
ち
待
が
備
整

道
、
は
て
し
対
に
町
下
城
る
ま
収
と
り
ぽ

配
を
観
景
、
興
振
の
街
店
商
や
幅
拡
の
路

財
化
文
定
指
市
、
備
整
の
み
な
町
た
し
慮

い
と
望
要
な
々
様
、
ど
な
化
有
公
や
存
保
の

。
す
で
か
確
も
と
こ
る
あ
が
」
約
制
「
の
名
う

す
求
追
を
さ
利
便
、
は
の
も
な
切
大
今

　

生
を
観
景
的
史
歴
、
か
の
る
あ
で
路
道
る

の
そ
。
か
の
る
あ
で
り
く
づ
ち
ま
た
し
か

。
す
で
う
そ
り
あ
が

る
見
を
事
物
で
野
視
な
的
ロ
ク
マ
■

計
市
都
市
田
竹
「
る
す
管
所
が
課
設
建

　

成
平
が
務
業
定
策

22

計
両
の
定
予
了
完
に
度
年
来
。
た
し
ま
し

及
を
響
影
な
き
大
に
郭
輪
の
町
下
城
が
画

。
す
で
至
必
は
と
こ
す
ぼ

年
昨
は
市
田
竹
め
た
の
そ

　

12

下
城
「
月

さ
足
発
を
議
会
絡
連
内
庁
る
図
を
携
連
の

な
的
断
横
た
い
除
り
取
を
根
垣
の
課
、
せ

。
た
し
ま
し
始
開
を
み
組
り
取

工
商
や
課
報
情
画
企
、
め
始
を
課
設
建

　

ろ
ち
も
、
課
政
財
や
課
財
化
文
、
課
光
観

柔
、
で
と
こ
る
す
認
確
を
容
内
業
事
の
れ

、
り
ま
深
に
更
が
慮
思
な
的
合
総
つ
か
軟

磐
た
け
向
に
生
再
町
下
城
と
設
建
館
書
図

と
能
可
が
と
こ
る
す
成
形
を
礎
基
の
石

る
図
を
有
共
の
識
意
る
よ
に
換
交
見
意
■

、
は
断
判
終
最
る
す
定
決
を
業
事
や
画
計

　

取
聴
見
意
く
づ
基
に
示
開
報
情
の
へ
民
市

る
れ
さ
定
予
後
今
。
す
で
換
交
見
意
び
及

の
民
市
に
等
会
員
委
る
係
に
設
建
館
書
図

に
業
事
に
的
接
間
、
れ
さ
嘱
委
が
ん
さ
皆

。
す
ま
り
な
に
と
こ
る
わ
携

、
か
の
る
な
う
ど
は
模
規
の
館
書
図
新

　

場
た
し
転
移
、
か
の
る
な
に
こ
ど
は
所
場

題
課
。
か
の
る
す
う
ど
は
用
利
地
跡
の
合

動
連
と
業
事
他
、
が
す
ま
い
て
し
積
山
は

な
た
新
で
と
こ
る
図
を
有
共
の
識
意
、
し

が
町
下
城
「
が
そ
こ
日
の
そ
、
て
し
そ

　

。
ん
せ
ま
り
な
他
に
」
日
る
す
生
再

↑老朽化が著しい市立図書館

胎動
ここから新図書館建設の議論が始まります
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竹
田
市
で
は
、
１
月
24
日
か
ら
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
の
全
額
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
20
～
30
歳
代
に
最

も
多
く
発
症
し
て
い
る
が
ん
で
す
。

ヒ
ブ
や
肺
炎
球
菌
が
原
因
で
起
こ
る

細
菌
性
髄
膜
炎
は
、
２
歳
未
満
の
乳

幼
児
に
多
く
発
症
し
、
発
症
す
る
と

死
亡
ま
た
は
重
い
後
遺
症
を
残
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
副
反
応
な

ど
を
理
解
し
た
う
え
で
、
受
け
ま

し
ょ
う
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

◆
対
象
◆

　

中
学
１
年
～
高
校
１
年
生
相
当
の

女
子
（
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成

10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

＊
注
意
事
項
＊

　

高
校
１
年
生
相
当
の
方
は
３
月
ま

で
に
１
回
で
も
接
種
し
て
い
れ
ば
４

月
以
降
も
残
り
の
回
数
接
種
で
き
ま

す
。

◆
接
種
回
数
◆　

３
回

（
２
回
目
は
１
か
月
後
、
３
回
目
は

１
回
目
か
ら
６
か
月
後
）

◆
接
種
料
金
◆　

３
回
全
て
無
料

ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

◆
対
象
◆

　

生
後
２
か
月
～
５
歳
未
満

（
５
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
）

◆
接
種
回
数
◆

　

接
種
開
始
時
期
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
左
記
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
持
参
す
る
も
の
◆

　

母
子
健
康
手
帳

◆
接
種
で
き
る
医
療
機
関
◆

＊
事
前
に
予
約
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
市

内
で
の
医
療
機
関
で
の
接
種
と
な

り
ま
す
。

＊
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
県

内
の
協
力
医
療
機
関
で
も
接
種
で

き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
健
康
増
進

　

課　

☎
６
３―

４
８
１
０

竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎63-4810
荻支所いきいき市民課  ☎68-2211
久住支所いきいき市民課  ☎76-1111
直入支所いきいき市民課  ☎75-2142

全
国
の
市
で
は
初
の
取
り
組
み

接種開始時期 回数 接種スケジュール

ヒ　

ブ

生後２か月〜６か月 ４回

生後７か月〜11か月 ３回

１歳〜４歳 １回

小
児
用
肺
炎
球
菌

生後２か月〜６か月 ４回

生後７か月〜11か月 ３回

１歳〜１歳11か月 ２回

２歳〜４歳 １回

１回目 ２回目 ３回目 ４回目
4〜8週間後 4〜8週間後 おおむね１年後

１回目 ２回目 ３回目
4〜8週間後 おおむね１年後

１回のみで終了

１回目 ２回目 ３回目
28日以上 28日以上

４回目
60日以上

１回目 ２回目 ３回目
28日以上 60日以上

１回目 ２回目
60日以上

１回のみで終了

医療機関名 電話番号 子宮頸がん ヒブ 肺炎球菌
伊藤医院 75-2222 ◎ ◎ ◎
大久保病院（注１） 64-7777 ◎ ◎ ◎
加藤内科医院 63-2006 ◎
久住加藤医院 76-0008 ◎
くろかわ医院 63-1617 ◎
古訓堂黒川クリニック 63-2358 ◎
佐藤医院 68-2005 ◎
志賀内科 63-2083 ◎
竹田診療所 62-4014 ◎ ◎ ◎
道全内科 63-2270 ◎
秦医院 63-2246 ◎
みはら整形外科クリニック 62-3850 ◎
竹田市立こども診療所 63-3838 ◎ ◎ ◎

（注１）産婦人科診察日のみ接種

〈材料〉５人分
鹿腿肉　　　　　　800g…20切れに
小玉葱　　　　　　10個…皮をむく
生椎茸　　　　　　10個…石づきを削る
ゴボウ（5㎝長さ）　  10本…酢水で５分茹でる
人参（5㎝のくし型）10切
ちょろぎ　　　　　150g…茹でておく
絹サヤ　　　　　　10枚…茹でて冷ましておく
セロリ（小）　　　　１本…10切れに
ローリエ　　　　　中２枚
小麦粉　　　　　　30g
サラダ油　　　　　80cc　　　　
トマトピューレ　　60cc
赤ワイン　　　　　300cc
ドミグラスソース　150cc
チキンブイヨン　　600cc
タイム　　　　　　１摘み
ニンニク　　　　　5g……軽くつぶす
サフラン　　　　　0.4g
　　　　　　　　　…熱湯に漬け、色出しする
やせうま（ゆでて）　600g
ホウレン草　　　　1/2束
バター　　　　　　80g
塩、胡椒　　　　　適宜

今
月
の〔
食
育
〕レ
シ
ピ

鹿肉のシチュー（竹田の特産ちょろぎ入り）

【作り方】
１．シュー鍋に油を入れて中火にかけ、薄く粉をまぶした鹿肉を焦がさぬよう全

体に焼き色を付け取り出す。次に小玉葱を入れ、薄く焼き色が付いたら、椎茸、
人参、セロリを加え軽く炒め、脂を捨てて弱火にかけ、残った小麦粉を加えて
軽く炒め、赤ワインを注ぎ 10 分間蓋をして蒸す。

２．ローリエ、トマトピューレ、ドミグラスソース、チキンブイヨン、タイム、
ニンニク、サフランを加えて煮立て、アクを除き、軽く塩、胡椒して蓋をして
弱火のオーブンで煮る。時々、アクと浮き脂を除きながら、肉の質により柔ら
かく煮上がるのに、２～３時間かかる。途中煮えた野菜を抜き出して、最後に
肉を取り出したら、ソースを漉す。弱火で煮たてながらアクと脂を除き、濃度、
味を調えたら、取り出しておいた肉、野菜、バターで軽く炒めたちょろぎを加え、
10 分弱火で煮て、味を馴染ませる。

３．フライパンでやせうまを炒め、熱くなったらホウレン草を加え、熱くなった
ら塩、胡椒で味を調え、器に広げる。その上にシチューを盛り上げ、バターソテー
した絹サヤを飾る。

竹田市出身、東京でシェフとしてご活躍の 堀田大氏 のレシピです。

〈接種できる医療機関〉

今月の食材：鹿肉
　鹿肉は牛肉に近い食感ながら、脂肪分や獣臭さが少なく淡泊な味わいです。牛肉・
豚肉に比べて高タンパク質、低脂肪で低カロリー、鉄分は２～３倍と栄養面で優
れています。各地で鹿による農作物の被害が深刻化していることもあり、うまく
料理をして食べる工夫も必要でしょう。刺身として食べられることが多い鹿です
が、野生動物でＥ型肝炎ウイルスや腸管出血性大腸菌 O157 などを保有している可
能性があり、加熱調理して食べることが推奨されているので注意しましょう。

５
つ
の
ワ
ク
チ
ン
全
額
助
成



16広報たけた  平成23年２月号
　　　 広報たけた１月号「まるごと博物館」に掲載した『漁業経済学の体系を築いた羽原又吉』のなかに誤りがありました。
訂正箇所は次のとおり。訂正しておわびします。
１段５行目「明治十三年…」→「明治十五年」、２段４行目「慶応技術賞…」→「慶応義塾賞」、２段16行目「・同教授」→〔削除〕、
２段20行目「米寿を迎える頃」→〔削除〕、２段22行目「昭和四十六年九十歳…」→「昭和四十四年八十六歳」　　（広報係）

竹
田
市
立 

宮
城
台
小
学
校

　

久
住
と
祖
母
の
山
並
み
を
望
む

宮
城
台
小
学
校
で
は
、
毎
朝
八
時
か

ら
の
全
校
朝
マ
ラ
ソ
ン
で
一
日
が

始
ま
り
ま
す
。
先
輩
達
か
ら
受
け
継

い
だ
取
組
で
全
校
18
名
が
一
斉
に

走
り
ま
す
。
自
主
的
な
取
組
は
、
伝

統
と
な
っ
て
、
今
で
も
継
続
し
て
い

ま
す
。

　
本
宮
城
台
小
学
校
は
、
地
域
に
支

え
ら
れ
、
地
域
に
育
て
ら
れ
て
い
る

学
校
で
あ
り
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
全
校
で
の
米
作
り
体

験
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。『
働

く
こ
と
の
大
切
さ
や
自
然
の
豊
か

さ
に
気
づ
か
せ
る
。』『
全
校
で
作
業

を
行
う
こ
と
で
互
い
に
認
め
合
い
・

教
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。』
と
い
う
目
あ
て

で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
し
て
収
穫
し
た
米
を
地
区
の
『
敬

老
福
祉
大
会
』『
食
彩
祭
り
』
に
提

供
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
音
楽
演

奏
参
加
で
、
今
年
も
地
域
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
様
々
な
こ
と

で
学
校
を
支
援
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
月
２
回
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
、
し
っ
と
り
と
し
た
時

間
が
子
ど
も
達
の
情
操
を
豊
か
に

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

更
生
保
護
女
性
会
の
皆
様
と
は
、

春
と
秋
の
２
回
学
校
の
花
壇
の
花

植
え
を
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
花
は
、何
と
い
う
の
。」「
き

れ
い
な
花
が
咲
く
と
い
い
ね
。」
と
子

ど
も
達
と
会
話
が
は
ず
み
ま
す
。
ま

た
、
し
ら
ゆ
り
会
の
皆
様
と
は
、
収

穫
し
た
コ
メ
を
使
っ
て
料
理
教
室

を
実
施
し
、交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
地
区
の
老

人
会
の
皆
様
と
『
昔
の
遊
び
道
具
』

を
作
っ
て
い
っ
し
ょ
に
遊
び
、
ふ
れ

あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
の
参
加
は

い
つ
も
素
晴
ら
し
く
、
特
に
環
境
整

備
作
業
で
は
、
１
５
０
％
以
上
の
参

加
で
す
。
協
力
体
制
の
素
晴
ら
し
さ

は
、
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
皆
様
・
地
域
の
皆
様
の
学
校
を

大
切
に
思
う
気
持
に
応
え
、
授
業
を

充
実
し
、
楽
し
い
学
校
と
な
り
『
い

い
顔
で
き
る
子
ど
も
い
っ
ぱ
い
』
の

宮
城
台
小
学
校
を
め
ざ
し
頑
張
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
水
澤
和
代
）

『
い
い
顔
で
き
る
子
ど
も
』
を
め
ざ
し
て

↑みんなでつくったお米ができたよ！

　
東
大
分
の
松
栄
山
々
頂
に
高
さ

５
ｍ
、
幅
２
ｍ
の
「
明
治
大
分
水

路
の
碑
」
が
建
っ
て
い
る
。

　
こ
の
碑
文
に
は
「
経
費
を
集
め

る
た
め
当
事
者
の
苦
労
は
、
言
葉

で
は
い
い
尽
く
せ
な
い
程
で
あ

る
。
こ
ち
ら
の
村
が
よ
い
と
言
え

ば
、
あ
ち
ら
の
村
で
は
駄
目
だ
と

い
う
。
工
事
は
進
行
し
よ
う
と
す

る
と
、
中
止
を
し
ろ
と
の
対
立
の

中
で
、
挫
折
し
て
進
展
し
な
い
。

　
こ
の
状
態
の
な
か
で
小
倉
氏
は

疏
水
の
完
成
に
心
血
を
注
ぎ
邁
進

し
た
」
と
小
倉
左
文
の
功
績
を
顕

彰
し
て
い
る
。

　
当
時
、
大
分
郡
長
で
あ
っ
た
左

文
は
、
明
治
24
年
（
１
８
９
１
）

12
月
に
滝
吉
弘
（
廉
太
郎
の
父
）

の
後
任
と
し
て
日
田
郡
長
か
ら
赴

任
し
て
い
る
。

　

小
倉
左
文
は
弘
化
４
年

（
１
８
４
７
）
８
月
24
日
に
愛
宕

谷
の
岡
藩
士
族
小
倉
貞
保
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。
幼
年
よ

り
弓
術
や
書
道
に
秀
で
て
、
後
に

雅
号
を
「
竹
門
」
と
い
っ
て
い
る
。

　

長
じ
て
長
崎
県
小
属
庶
務
課

長
と
し
て
在
任
中
西
南
の
役

（
１
８
７
７
）
に
内
海
知
事
の
代

わ
り
に
福
岡
の
本
陣
に
出
張
し
て

い
る
。
大
分
郡
長
を
最
後
に
退
官

し
、
数
々
の
功
績
に
よ
り
生
前
に

正
六
位
勲
六
等
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
経
済
界
で
活
躍
し
、
大

阪
市
の
石
崎
合
名
会
社
々
長

三
十
四
銀
行
取
締
役
徳
島
支
店
長

な
ど
務
め
て
い
る
。

　
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
８
月

19
日
に
78
才
で
京
都
市
上
賀
茂
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
生
前
に
準
備
し
た
大
分
市
荷
揚

町
浄
安
寺
の
永
代
墓
地
は
戦
時
中

の
空
襲
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

（
広
田　
　
敦
）

歴
史
資
料
館
小
倉
文
雄
氏
の
資
料

に
よ
る
〔
敬
称
略
〕

小倉左文は滝吉弘の後任として大分郡長に

65

↑小倉左文

　

東
大
分
の
台
地
、
明
治
大
分
水
路
の
開
発
に
熱
血
を
注
い
だ
大
分
郡
長
小
倉

左
文
は
愛
宕
谷
（
竹
田
市
竹
田
）
の
出
身
で
あ
る
。

↑米作り体験学習

↑全校朝マラソン

↑収穫作業

↑春と秋に花壇の花植え作業

訂　正
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の すすめ 「知産知消」とは、知人
が生産したものを、遠く
の知人を介して消費の輪
を広めていくことです。

知産知消
花水月発　竹田の観光関連情報

食育ツーリズム　竹田市経済活性化促
進協議会　●お問い合せ　竹田市経済
活性化促進協議会　☎ 62-2122
ホームページ http://taketa-syokuiku.org/

【新商品紹介】地産地加地消の商品づくり

久住高原げんき印
赤鶏の炙り焼き・炭火焼き

　コンセプトは「おいしさは安
全から・安全は自然から」。
　大分県産鶏を豪快にムネ・モ
モ共に一枚のまま焼き上げてス
ライスした赤鶏の炙り焼きは、
そのままでもビールのつまみに
ピッタリ。炭火焼きは、久住高
原の雄大な大地で育った赤鶏を
炭火で丹念に焼き上げました。
どちらも素材そのものの旨味を
生かし、味付けは天日塩のみ、
本物の味を是非ご賞味ください。
■販売場所：道の駅竹田　道の

駅すごう　竹田温泉花水月　
その他

農 村 商 社 わ か ば

地元産を使った
「あったかおでん」

始めました！
　道の駅すごうは、地元産の大
根や卵を使ったおでんを始めま
した。あつあつの厚揚げや味の
しみ込んだこんにゃく、よく煮
込まれたスジなど、冬ならでは
の味覚を口にすれば、寒さも
吹っ飛んでしまいます。
　全品1本100円のお値段は、
ふところさえも温かくしてくれ
るかもしれません。
●お問い合せ
　道の駅すごう　☎65-2211

生産者！あなたが主役

あせらず、ゆっくりと
働いていきます

　その時々の野菜を持ち込ん
でいます。今日は唐辛子と黒
大豆です。体が丈夫ならまだ
まだ多くのものを作りたいの
ですが、歳も考えて無理しな
いようにしています。主人と
米作りに精を出しながら、こ
れからも道の駅を活用したい
と思います。

倉原 ケイさん
（上鹿口・71歳）

㈲藤野屋商店　竹田市菅生
（農産加工研究会・フードチェーン研究会）

食育ツーリズムコーナー

春を先取り、「旬旅」早春の竹田を楽しむ！
コース１ 『マンサク観賞会（日帰りトレッキング）』

コース２ 『特産[久住高菜]を漬けよう！』

　ミヤマキリシマばかりが注目される久住ですが、早春は何と
いってもマンサクです！ほとんど花のないこの季節に山肌を黄
色く染める無数の花、また花・・・　美しさ、すがすがしさは春
の息吹を感じさせます。
催 行 日：３月20日㈰　10：00スタート
コ ー ス：レゾネイトクラブくじゅう駐車場～九州自然歩道～
佐渡窪（折り返し）
旅行代金：大人1500円、小学生1000円（昼食「特製おにぎり弁当」、
温泉入浴券付）　募集定員：30名

　久住高原の春の風物詩『高菜漬け体験』に参加しませんか？
地元の人が守り続けてきた伝統の味「久住高菜」の製造手法を
惜しげもなく伝授します！
催 行 日：３月27日㈰　10：00 ～ 15：00
会　　場：レストラン美森望（おいしんぼう）前
参 加 費：大人1500円、小学生以下1000円
　　　　 （昼食、持ち帰り高菜漬けを含む）

※詳細は竹田市観光ツーリズム協会、またはホームページをご覧ください。
竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585　旬旅ＨＰ http://www.shuntabi.com/

旬を五感で楽しむ 3 月の旬旅は 2 コース。どうぞご参加ください。

座談会を開き、春の準備をひと足早く始めます
　農村商社わかばの傘下「竹田市アンテナショップ出荷協
議会」の会員を対象とした座談会を１月24日の宮城地区を
皮切りに27日まで行いました。
　協議会役員と営農アドバイザー、商社職員を５班に編成
し、４日間で市内18地区を回り会員の皆さんと意見を交
換しました。
　冬から春にかけての野菜出荷量がどうしても低下するた
め、春野菜（４～６月出荷）の栽培推進などをお願いし、新
年度も安全・安心・おいしい農産加工品を提供することが確
認されました。

（写真は宮城分館で行われた宮城地座談会の様子）
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■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から
２月の
お知らせ

２月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

※カレンダー中の白抜きの
　日が休館日です。

日時　２月17日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

ブックスタート

今月の新刊ご案内
〔一般の本〕
・ＫＡＧＥＲＯＵ　　　　　　　　　　　齋　藤　智　裕
・お江の方と春日局　　　　　　　　　　植　松　三十里
・廃院のミカエル　　　　　　　　　　　篠　田　節　子
・どんぐり姉妹　　　　　　　　　　　　よしもとばなな
・やぶへび　　　　　　　　　　　　　　大　沢　在　昌
・シリコンスチーマーで野菜たっぷり！美人レシピ　主 婦 と 生 活 社
・社会保障入門２０１０　　　　　　　　中 央 法 規 出 版 
〔子どもの本〕
・かいけつゾロリのだ・だ・だ・だいぼうけん！（後）　原　　　ゆたか
・女子力アップ！のウラワザ☆　　　　　四　条　さやか
・しめかざり（たくさんのふしぎ傑作集）森　　　須磨子
・すずちゃんと魔女のババ（わくわくライブラリー）柏　葉　幸　子
・ヨセフのだいじなコート　　　　　　　シムズ・タバック

ほか　30冊ほど購入しました。

日時　２月17日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

おはなしルーム

「司書おすすめの一冊」

「ステキな詩に会いたくて」

水内喜久雄（小学館）

　ステキな詩に出会うと作者に会い
たくなる・そしてそのことが詩をま
た大好きにしますとの著者の言葉が
本当に素敵です。心でそして身近に
詩を感じてみてください。あなたの
心に届きます様に…。

「サリーの帰る家」
エリザベス ･ オハラ（さえら書房）

　アイルランド島を舞台に13
歳の夢見る少女サリーが思い
やりのある一人前の娘に成長
していく物語。「赤毛のア
ン」「のっぽのサラ」ととも
にあなたの大切な一冊になる
ことでしょう。

日時　２月22日㈫
　　　10:00～
場所　荻福祉健康エリア

荻★わいわい広場

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

今
月
の
読
み
聞
か
せ

54 人の詩人をたずねて−

誕
生
お
め
で
と
う

12
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

広報たけた ２ も　く　じ

人口の
うごき

総額４億7,000万円    国の臨時交付金はこのように使います･･････2
平成23年竹田市消防出初式 ･･････････････････････････････････4
平成22年度竹田市成人式 ････････････････････････････････････6
臨時職員募集／出産祝い金を廃止します ほか･･････････････････9
市長コラム⑲『有由有縁』 ･････････････････････････････････10

【別冊 たけたん情報】　竹田市のこよみ

T A K E T A N  F A C E　今月のひと（秦カツ子）／
竹田雑感（河野健）････････････････････････････････････････11
まちの話題 ･･･････････････････････････････････････････････12
新図書館が城下町を再生する日／国際カルチャー・ポプリ／保健
だより／食育レシピ／ぼくたち・わたしたちの学び舎（宮城台小
学校）／まるごと博物館／知産知消のすすめ／図書館情報／誕生
おめでとう／プクサン ･････････････････････････････････14～18
ふるさと風韻（阿南健治） ･････････････････････････････････19
郷土の植物／すくすく１歳 ／アッパレ100歳 ･････････････････20

（前月比）
人　口　  25,267 人（－  36 人）
　男性　  11,758 人（－   9 人）
　女性　  13,509 人（－  27 人）

（前月比）
世帯数　10,558 世帯（ー 14 世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成22年12月31日現在）

※今月のシリーズほろにがはお休みします。
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竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

　
私
は
、
竹
田
市
に
は
、
産
ま
れ
て

か
ら
七
ヶ
月
し
か
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
岡
城
跡
は
、
変
わ
ら
な
い

姿
で
石
垣
を
優
美
な
曲
線
の
ま
ま

堂
々
と
山
あ
い
に
映
え
さ
せ
て
い

ま
す
で
し
ょ
う
か
？

　
又
、
豊
後
竹
田
の
駅
で
は
、
今
で

も「
荒
城
の
月
」が
柔
ら
か
き
音
色
で

流
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

　
私
が
幼
い
頃
に
、
時
々
じ
い
ち
ゃ

ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
住
む
竹
田
市
へ

と
遊
び
に
行
き
、
毎
回
駅
に
着
く
度

に
か
、
発
車
す
る
時
に
か
に
聞
こ
え

て
来
て
い
た
荒
城
の
月
が
、
何
と
も

心
地
よ
く
て
、
同
年
代
の
小
学
生
の

誰
よ
り
も
早
く
、
荒
城
の
月
を
知
っ

て
い
た
と
思
い
、
親
し
み
好
き
に

な
っ
て
い
て
、
竹
田
と
言
え
ば
、
先

ず
は
思
い
出
さ
れ
る
事
で
は
あ
り

ま
す
。

　
私
が
産
ま
れ
た
場
所
は
、
岡
城
の

そ
ば
の
片
ケ
瀬
な
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
産
婆
さ
ん
に
よ
り
取
り
出
さ
れ

て
産
ま
れ
出
て
来
て
七
ヶ
月
、
そ
の

七
ヶ
月
を
思
い
出
す
事
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
脳
み
そ
の
ど
こ
か
奥
深
き

と
こ
ろ
に
は
、
そ
の
七
ヶ
月
の
日
々

が
、
産
ま
れ
た
冬
か
ら
春
、
夏
、
初

秋
ま
で
の
竹
田
の
空
気
を
肌
で
感

じ
て
い
た
と
記
憶
に
は
あ
る
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
去
年
、
日
本
の
原
風
景
を
旅
す
る

番
組
に
出
て
、
自
分
の
原
風
景
は
と

聞
か
れ
た
時
に
、
山
間
の
竹
田
市

の
風
景
を
自
分
の
原
風
景
だ
と
答

え
て
、
自
分
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に

は
、
18
歳
ま
で
育
っ
た
兵
庫
県
を
出

身
地
と
は
せ
ず
に
、
大
分
県
と
し
て

い
て
、
そ
れ
も
竹
田
市
ま
で
明
記
し

た
い
と
思
う
の
は
、
や
は
り
産
ま
れ

出
た
場
所
で
あ
り
、
父
親
も
母
親
も

竹
田
の
人
間
で
あ
り
、
朝
地
駅
の
駅

長
を
し
て
い
た
玉
来
の
じ
い
ち
ゃ

ん
が
い
て
、
荻
駅
の
売
店
で
働
い
て

い
た
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
て
、
母
親
の

実
家
の
恵
良
原
で
の
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
作
っ
た
酒
粕
ま
ん
じ
ゅ
う
の
美

味
し
さ
や
、
そ
こ
の
牛
小
屋
の
匂
い

な
ど
な
ど
が
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の

中
に
は
あ
り
、
自
分
の
個
性
の
欠
片

と
し
て
大
切
に
し
た
い
と
言
う
思

い
か
ら
、
竹
田
が
我
が
ふ
る
さ
と

と
、
自
分
の
原
風
景
だ
と
思
っ
て
い

た
い
の
で
は
な
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

　
19
歳
の
頃
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
前

に
一
人
で
竹
田
を
訪
れ
て
、
原
付
バ

イ
ク
で
城
下
町
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て

見
て
回
り
、
29
歳
の
時
に
は
新
婚
旅

行
を
九
州
に
し
て
墓
参
り
で
訪
れ

て
、
そ
の
時
初
め
て
片
ヶ
瀬
に
も

行
っ
て
見
て
感
慨
深
く
、
嬉
し
く

て
、
そ
し
て
今
回
は
49
歳
の
時
に
、

竹
田
市
の
広
報
誌
に
載
せ
て
貰
え

る
事
に
な
り
、
色
々
と
自
分
と
ふ
る

さ
と
竹
田
を
考
え
た
日
々
で
も
あ

り
、
何
か
の
流
れ
、
縁
を
も
感
じ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

39
歳
の
頃
が
な
い
の
が
残
念
で

す
が
、
21
世
紀
に
な
っ
た
39
歳
の
頃

は
、
今
も
そ
う
で
す
が
俳
優
業
を
夢

中
で
楽
し
ん
で
い
て
、
今
、
竹
田
へ

訪
れ
る
な
ら
、
俳
優
と
し
て
、
竹
田

を
舞
台
に
し
た
物
語
の
中
で
の
登

場
人
物
と
し
て
訪
れ
た
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
間
抜
け
な
刑
事
で

何
と
か
事
件
を
解
決
す
る
と
か
、
村

の
重
要
な
秘
密
を
喋
り
た
く
て
落

ち
着
き
の
な
い
男
と
か
、「
た
け
だ

だ
ぁ
ー
」と
叫
ん
で
い
る
陽
気
な
芸

術
家
と
か
、
色
々
な
人
間
で
竹
田
中

を
走
り
回
り
た
い
な
あ
と
思
い
ま

す
。

　
そ
ん
な
事
が
い
つ
に
な
り
ま
す
か
、

流
れ
的
に
は
59
歳
に
な
り
そ
う
で

す
が
、
少
し
早
め
に
は
実
現
す
る
事

を
願
い
つ
つ
、
そ
ん
な
竹
田
に
産
ま

れ
た
一
人
の
俳
優
が
い
る
事
を
、
こ

れ
を
機
会
に
知
っ
て
頂
け
れ
ば
、
励

み
に
な
る
の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
。

敬　
具

拝
啓  

竹
田
市
の
皆
さ
ん
へ

阿
あ

南
なん

  健
けん

治
じ

略　歴
1962年２月24日　竹田市生まれ
兵庫県立武庫之荘高校、東京映像芸術学院卒
特技／日本舞踊・殺陣・関西弁・野球・柔道
資格／普通自動車・自動二輪免許・１級小型船舶操縦士免許
1983年　ニューヨーク　アルビンエイリーダンススクールで学ぶ
1984年　大衆演劇　笑々座入団（昭和60年退団）
1986年　蜷川幸雄スタジオ入所（昭和63年退団）
1989年～ 1994年まで東京サンシャインボーイズに所属
テレビドラマ「ごくせん」をはじめ、映画や舞台ほか出演作多数

〔ホームページ〕ＤＲＥＡＭ＆ＳＭＩＬＥ http://anannoan.web.infoseek.co.jp/

題字・草刈樵峰　絵・大嶋英子
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■

発
行

／
竹

田
市

役
所

  U
RL  http://www.city.taketa.oita.jp  E-m

ail  taketa@city.taketa.lg.jp
■

編
集

／
総

務
課

秘
書

広
報

係
　

〒
878-8555  大

分
県

竹
田

市
大

字
会

々
1650　

☎
63-1043　

■
印

刷
／

い
づ

み
印

刷
こ

の
広

報
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

　

丘
き
ゅ
う

陵
り
ょ
う

地ち

の
谷
沿
い
や
田
ん
ぼ
の

畦あ
ぜ

の
傾
斜
地
に
生
育
す
る
高
さ
15

㌢
ほ
ど
の
小
さ
な
多
年
草
で
す
。

　

長
い
柄え

の
あ
る
根こ

ん

生せ
い

葉よ
う

は
２
回か

い

３
出

し
ゅ
つ

複ふ
く

葉よ
う

で
、
表
面
は
淡
緑
色
、

裏
面
は
緑
白
色
で
著

い
ち
じ
る

し
く
光
沢
が

あ
り
ま
す
。
羽う

状
じ
ょ
う

に
中

ち
ゅ
う

裂れ
つ

す
る
小

し
ょ
う

葉よ
う

は
長
さ
２
㌢
、
幅
が
１
・
５
㌢

ほ
ど
で
す
。
茎く

き

の
中
ほ
ど
に
は
１

対つ
い

の
３
出

し
ゅ
つ

葉よ
う

（
図
参
照
）
の
茎け

い

葉よ
う

が
あ
り
ま
す
。

　

春
の
頃
、
茎け

い

頂
ち
ょ
う

に
１
個
、
四
方

に
横
向
き
に
４
個
、
合
わ
せ
て
５

個
の
径
７
㍉
ほ
ど
の
淡
黄
緑
色
の

合ご
う

弁べ
ん

花か

を
窮

き
ゅ
う

屈く
つ

そ
う
に
く
っ
つ
け

て
咲
か
せ
ま
す
。
上
の
花
１
個
が

４
弁
花
、
側
面
の
花
４
個
は
５
弁

花
で
す
。

　

こ
の
植
物
の
白
い
細
長
い
地
下

茎
が
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
を
見
た
人
が
名
を
つ
け

た
と
い
わ
れ
連レ

ン

福プ
ク

草ソ
ウ

の
名
が
あ
り

ま
す
。

　

竹
田
で
は
市
の
南
西
部
に
当
た

る
稲
葉
川
や
玉
来
川
上
流
の
里
山

の
田
ん
ぼ
の
土
手
の
ご
く
限
ら
れ

た
場
所
で
少
な
い
個
体
が
観
察
さ

れ
ま
す
。
県
内
で
も
大
野
川
上
流

域
の
み
に
分
布
す
る
産さ

ん

地ち

極
き
ょ
く

限げ
ん

の

大た
い

陸り
く

系け
い

遺い

存ぞ
ん

植
物
で
大
分
県
の
絶ぜ

つ

滅め
つ

危き

惧ぐ

種し
ゅ

。
花
期
は
４
月
で
す
。

郷土の植物 （264）

阿孫　久見
第71回

レンプクソウ（レンプクソウ科）

図：３出葉

阿南實夫さん

　

１
月
３
日
に
阿
南
實
夫
さ
ん
（
鹿
口
）

が
め
で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し

た
。
農
業
一
筋
で
、
地
域
で
は
70
組
以

上
の
縁
を
取
り
も
っ
た
世
話
人
。「
ま
じ

め
に
人
と
接
す
る
こ
と
。
人
が
幸
せ
に

な
れ
ば
自
分
に
返
っ
て
き
ま
す
」
と
話

す
阿
南
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

内田サエ子さん

　

１
月
17
日
に
内
田
サ
エ
子
さ
ん
（
菅

生
中
央
）
が
め
で
た
く
満
１
０
０
歳
を

迎
え
ま
し
た
。
朝
夕
、
近
く
の
交
通
安

全
神
社
へ
の
参
拝
が
日
課
。「
親
類
や
近

所
の
皆
様
が
支
え
て
く
れ
る
の
で
、
元

気
で
い
ら
れ
る
」
と
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謝
を
忘
れ
な
い

内
田
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

「梅
うめ

　見
み

」
背中を丸めて、春を探す。
梅の微かな匂いに、呼び
覚まされる城下町の記憶。
場所・但馬屋老舗駐車場（竹田市竹田町）
撮影・デザイン／竹 蔵　TAKEGURA

平成22年２月生まれ
誕生日　親
（自治会）

平成23年３月に

1歳の誕生日を迎

えるお子さんの写

真を募集します！

問秘書広報係
　☎６３-１０４３

水道菅の凍結に
ご注意ください

　寒冷期になり、水道管が破裂す
る事故が増えています。むき出し
になっている水道管や屋外の蛇口
は、保温材・古い毛布・布切れ等
を巻きつけ、その上からビニール
テープを巻いて凍結を防止してく
ださい。
●お問い合せ　竹田市水道課
　　　　　　　☎63-1046
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本　　庁　☎0974-63-1111
荻 支 所　☎0974-68-2211
久住支所　☎0974-76-1111
直入支所　☎0974-75-2211 2011 2
第19回B&G財団会長杯争奪直入少年柔道大会
と　き　２月11日㈮　9:30開会式
ところ　竹田市Ｂ＆Ｇ直入海洋センター（柔道場）
●お問い合せ　竹田市B&G直入海洋センター
　　　　　　　（直入教育係）　☎75-2243

第５回和気藹音コンサート
　　　　　　　　　　と　き　２月13日㈰　13:00 〜
　　　　　　　　　　ところ　竹田市文化会館大ホール
　　　　　　　　　　　　　　※入場無料
　　　　　　　　　　●お問い合せ　竹田市文化連盟
　　　　　　　　　　　（竹田市文化会館） ☎63-2734

国際 Cinema in Taketa
映画「リトル・ミス・サンシャイン」
と　き　２月18日㈮ 20:00 〜
ところ　竹田市総合福祉社会センター多目的ホール
入場料　無　料
●お問い合せ　国際交流員クラウディア・ケール　
　　　　　　　☎63-4807（竹田市商工観光課）

創作音楽劇
－ラファエロ－
　　（ＲＡＦＦＡＥＬＯ）公演
自らの誕生日に37年という短い生涯を
終えた天才の生涯を舞台化！
　　　大分県立芸術文化短期大学　
日時　２月20日㈰
　　　12:30開場　13:00開演
場所　竹田市文化会館 
　　　※入場無料 
■同時上演　音楽科によるオペラ
　「コジ・ファン・トゥッテ
　　　〜恋人たちの学校〜」　　  　　（原作・里中満智子「ラファエロその愛」）

●お問い合せ　竹田市教育委員会学校教育課
　　　　　　　☎63-4833

くじゅうサンホール映画鑑賞ＤＡＹ

映画「わが愛の譜」滝廉太郎物語
　平成５年に劇場公開された作品を下記の日時で上映し
ます。竹田市でもロケされた、懐かしい名作を是非この
機会にご覧ください。
出演：風間トオル・鷲尾いさ子・天宮良・藤谷美紀・浅

野ゆう子・檀ふみほか （澤井信一郎監督・1993年）
と　き　 ２月27日㈰ 上映時間 ①10:30 ②14:00
ところ　久住公民館くじゅうサンホール
料　金　500円
●お問い合せ　久住公民館　☎76-0717

美味しいは幸せ♪　
国際料理教室 「卵とマスタードソース」

（ドイツ家庭料理）
と　　き　２月26日㈯　10:00 〜 15:00
と こ ろ　竹田市総合福祉社会センター調理室 
材 料 費　1,000円 （見込み）
申込締切　２月10日㈭　※先着10名まで
●お問い合せ　国際交流員クラウディア・ケール　
　　　　　　　☎63-4807（竹田市商工観光課）

「Ready2chat －英会話－」 
と　　き　３月９日㈬　19:00 〜 21:00
と こ ろ　竹田市役所本庁2階会議室
参加条件　英語中級・上級レベル
　　　　　（英会話は少し経験があるが、話す機会がな
　　　　　い人が相応しい） 
参 加 費　無  料 
申込締切　３月２日㈬までにお申し込みください 
●お問い合せ　国際交流員クラウディア・ケール　
　　　　　　　☎63-4807（竹田市商工観光課）

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は開館）
○常設展　ふるさと竹田の南画家『田近竹邨展』
　２階展示室Ｂ　１月４日㈫〜２月25日㈮
　竹田市出身の近代南画界の重鎮、田近竹邨の画業につ
いて館蔵品を中心に紹介します。
○常設展　田能村直入展
　２階展示室Ｂ　2月26日㈯〜 4月28日㈭
　田能村竹田の高弟・田能村直入の作品の画業について
館蔵品を中心に紹介します。

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は開館）
○岡藩城下町雛人形展　　　
　２月４日㈮〜３月６日㈰
　享保雛や大正雛、昭和初期の雛などを展示します。

※２月１日㈫〜３日㈭は展示替えのためお休みします。
　なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接

お電話下さい。
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税　金
償却資産の申告はお済ですか？ 
　償却資産の申告は１月31日までに行うことになっていま
す。償却資産を所有される方は、毎年1月1日現在所有して
いる償却資産について、その名称・数量・取得年月日・価額・
耐用年数等の申告が法律で義務つけられています。所有者
で申告が未だお済でない方は申告書の提出をお願いします。
※償却資産とは、
　土地及び家屋以外の事業の用に供する資産で、その減価
償却額または減価償却費が所得税法又は法人税法の規定に
よる所得の計算上損金又は必要な経費に算入されるものを
いいます。
　ただし、次の資産は除かれます。
　１．無形減価償却資産（漁業権等）
　２．少額償却資産（条件あり）
　３．車両の一部（自動車税及び軽自動車税の課税対象資産）
　４．生物（条件あり）
　詳細については税務課資産係におたずねください。
●お問い合せ　竹田市税務課　☎63-1111（内線123・124）

環　境
不法投棄は犯罪です!! 
　大分県では、大規模な不法投棄は減少傾向にあります。
しかし山林や農地、河川敷といった人目に着きにくい場所
に、家電製品、家庭用ゴミのポイ捨てなどが後を絶ちません。
　大分県では２月を「不法投棄監視パトロール強化月間」
として、月間中に関係機関と連携して不法投棄を防止する
ためにパトロールを強化することにしました。廃棄物の不
法投棄は、生活環境の破壊につながりますし、重大な犯罪
です。不法投棄を「しない」「させない」「許さない」とい
う意識を持ち、不法投棄をなくしましょう。
　「不法投棄の罰則」
　１．法第25条　個人　５年以下の懲役、もしくは１千万

以下の罰金又はこの両方が科せられる事があります。
　２．法第32条　法人（事業者）5年以下の懲役もしくは

１億円以下の罰金又はこの両方が科せられる事があ
ります。

　不法投棄を見たり、不法投棄を発見したら、最寄りの保
健所または環境衛生課までご連絡ください。
●お問い合せ　豊肥保健所　☎0974-22-0162
　　　　　　　竹田市環境衛生課　☎63-4821
市街地の景観・環境美化 

ごみの折り畳み集積庫を利用しませんか
　市街地の景観・環境美化活動の一環として、定期収集ご
みの折り畳み集積庫の利用があります。これは、ごみ袋の
散乱を防止するとともに、カラス・犬・猫等の被害を防ぐ上、
未使用時には折り畳みが可能なため通行等の妨げにならず、
市街地でも使いやすいことの他、ネット等より管理が簡便
であるといった利点があります。　　
　すでに、玉来東中５班（班長竹内俊一氏）が折り畳み式
集積庫を導入しており、収集日の朝に組み立ててごみ袋を
収納し、回収後は再び折り畳むという利用を実施していて、
地域景観を損なわない取り組みが行われています。
　ごみ集積庫を設置していない自治会（班を含む）で、折
り畳み式集積庫を取り入れたい、興味があるといった地区
の方は環境衛生課までご連絡ください。
　　　 可燃ごみ収納前後　　　　　 可燃ごみ収納中

Lサイズ高さ900㎜　幅1880㎜　奥行800㎜  Mサイズ高さ900㎜
幅1880㎜奥行500㎜　（写真はMサイズです）

●お問い合せ　竹田市環境衛生課　☎63-4821

募　集
平成23年度大分県立農業大学校第二次学生募集
１　募集定員　・農学部総合農産課（水田普通作・野菜・

花き・果樹コース）　若干名
　　　　　　　・総合畜産課　若干名
２　試験期日　平成23年3月23日㈬
３　出願期間　平成23年2月21日㈪〜 3月16日㈬
●お問い合せ　大分県立農業大学校教務・学生課 
   　　　　　　☎0974-22-7581

平成23年度養護老人ホーム南山荘給食用物資
納入業者の説明会を開催します
日　　時　平成23年2月21日㈪　13:30 〜
場　　所　竹田市養護老人ホーム南山荘（竹田市大字吉田

204番地）　※納入場所と同所
納入物資　米穀類、鮮魚、青果（野菜・果物等含む）、精

肉および加工品を含む食品全般
＊納入条件等基準の説明をします。
＊説明会に参加希望の業者は事前に連絡をください。現在

納入業者も含みます。（資料準備のため）　
●お問い合せ　竹田市養護老人ホーム南山荘　☎63-1083

平成23年度大分県畜産研修センター研修生募集
　大分県における中核的農業者として、地域社会の発展に
貢献できる後継者を養成するため、研修生を募集します。
募集対象　将来、畜産経営を志す、新規学卒者若しくは社

会人経験者等
研修内容　畜産経営に必要な知識、技術について実践を通

して修得する
取得可能な資格
　　　　　家畜人工授精師、農業用大型トラクター免許等
研修期間　平成23年４月から平成24年３月までの１年間
募集定員　５名（性別不問）※ 募集定員になり次第募集を

終了します
願書受付期間　平成22年９月１日から平成23年２月28日
●お問い合せ　大分県畜産研修センター　畜産研究部
　　　　　　　企画指導担当　☎0974-76-1214	

平成22年度「おおいた学びの輪」推進事業
『おおいた学びフェスタ』参加者募集
　大分県立社会教育総合センターが実施している「おおい
た学びの輪」推進事業における各種講座の受講生や生涯学
習に携わるＮＰＯ法人、民間カルチャー教室の方々が日頃
の活動の様子や作品・成果を披露したりして参加者の方々
と交流する生涯学習の祭典です。
日　時　２月26日㈯　10:00 〜 15:30
会　場　大分県ニューライフプラザ
　　　　（別府市ビーコンプラザ向い）
対　象　県民（子どもから高齢者まで）
参加料　無　料
●お問い合せ　大分県立社会教育総合センター
　　　　　　　☎0977-22-7763

人権擁護員
　平成22年12月31日で任期満了となり、平成22年９月議
会において竹田市人権擁護委員再任の推薦について適任と
決定された次の方に、平成23年１月１日付けで法務大臣か
ら委嘱状が交付されました。
　福田　　力　氏　（再任）　竹田市荻町西福寺5352番地

保　険
高額医療・高額介護合算療養費のお知らせを送付します
　高額医療・高額介護合算療養費とは、毎年８月から翌年
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７月までの１年間に支払った医療保険と介護保険の自己負
担額の合算額が一定の限度額を超えた場合、その超えた額
について、高額介護合算療養費として支給される制度です。

【申請方法】
　基準日（７月31日）に加入している医療保険が、後期高
齢者医療または国民健康保険の被保険者で、該当する方に
は、平成23年２月中に支給申請書を郵送します。
　支給申請書に必要事項を記入し、保険課または各支所い
きいき市民課まで印鑑、口座番号がわかるもの、介護保険
証と後期高齢者医療保険証または国民健康保険証を持って、
申請手続きをしてください。
●お問い合せ　大分県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　☎097-534-1771
　　　　　　　竹田市保険課国保・高齢者医療係
　　　　　　　☎63-4809

地域密着型サービス指定候補事業者募集
　竹田市では、下記の内容で地域密着型サービス提供事業
者を公募します。
公募する地域密着型サービス事業の種類、開設地域及び規模
　・地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（小規模特
　　養）荻地域………１施設（定員29名以内）
応 募 資 格　竹田市内の社会福祉法人
応募受付期間   平成23年３月４日㈮まで
※応募要項等詳細については、竹田市保険課介護保険係
（☎63-4809）までお問い合わせください。

福　祉
点訳・音訳奉仕者養成講習会受講者募集
　大分県点字図書館では、視覚障がい者が利用する点字図
書・録音図書の製作などに協力していただくボランティア
の養成講習会を開催します。詳しくは下記をご覧ください。
日　　程　平成23年４月〜３月　
　　　　　10:00 〜 12:00（各講習会延べ40回程度）
　　　　　◇点訳奉仕者養成講習会…毎週金曜日
　　　　　　（定員15名程度）
　　　　　◇音訳奉仕者養成講習会…毎週火曜日
　　　　　　（定員20名程度）
会　　場　大分県点字図書館研修室
受 講 料　無　料
応募条件　原則として毎回受講可能な方、パソコンをお持

ちの方、講習会終了後は継続して点字図書館に
おける点字図書・録音図書の製作に協力できる
方

申 込 み　往復ハガキに講習会名（点訳又は音訳のいずれ
か）、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、大
分県点字図書館へお申し込みください。平成23
年2月14日㈪必着。

●お問い合せ　大分県点字図書館　☎097-538-0399

温かいご協力ありがとうございました
　チャリティーバザー益金、歳末助け合いチャリティー
ショー益金、歳末助け合い募金を年末に配分金として、歳
末助け合い配分委員会で決定した支援を必要とする個人、
福祉団体に配分しました。ご協力いただきました皆様あり
がとうございました。
区分 内　　　　　訳 金　　額

収入

チャリティーバザー益金 602,255円
歳末助け合いチャリティーショー益金 1,536,952円
歳末助け合い共同募金（事業所・団体・個人） 367,015円
預金利子 6円

合　　　　　計 2,506,228円

支出
個人配分金（404名×5,000円） 2,020,000円
福祉団体配分金（8団体） 486,228円

合　　　　　計 2,506,228円

（個人配分金地域別内訳）
地域（地区） 世帯数 配分世帯数

竹 田 地 域 計 5,940 252
荻 地 域 1,076 81
久 住 地 域 1,308 37
直 入 地 域 824 34
地 域（ 地 区 ） 9,148 404

改正障害者雇用納付金制度説明会開催
㈶大分県総合雇用推進協会では障害者雇用促進法に基づ
く、改正障害者雇用納付金制度の説明会を下記の日程で開
催します。
１．障害者雇用報奨金説明会　
　　平成23年2月24日㈭　10:30 〜 12:00
２．障害者雇用納付金・調整金説明会（大企業対象）
　　平成23年2月24日㈭ 　13:30 〜 15:00
３．障害者雇用納付金・調整金説明会（中小企業対象）
　　平成23年2月25日㈮ 　10:30 〜 12:00
場所　大分県医師会館６階（大分市春日浦）
●お問い合せ　㈶大分県総合雇用推進協会障害者雇用支援部
　　　　　　　☎097-532-3180

あなたを守る住宅用火災警報器を設置しましょう
◇老人日常生活用具給付等事業（火災警報器）について
　対 象 者　おおむね65歳以上で要介護度が1から5に認定

されている方。ただし、市民税課税世帯は対
象となりません。

　基 準 額　１台あたり 4,000円
＊消防法改正により、すべての住宅を対象として火災警報

器等の設置が義務づけられ、既存住宅については平成23
年６月１日から適用されます。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係
　　　　　　　☎63-1111（内線157）
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:3
5頃

）
〜

竹
田

市
役

所
本

庁
前

（
14

:0
5頃

）
23

日
㈬

　
竹

田
市

役
所

8:
00

前
ス

タ
ー

ト
〜

久
住

郵
便

局
（

8:
40

頃
）

〜
直

入
総

合
支

所
（

9:
20

頃
）

【
監

　
督

】
　

 志
賀

　
哲

哉
　

　
高

橋
孝

一
郎

【
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
】

　
古

澤
　

眞
治

【
選

　
手

】
　

野
仲

　
勝

彦
　

　
吉

野
　

隆
史

　
　

志
賀

　
　

篤
　

　
須

藤
　

大
地

　
　

　
　

　
　

後
藤

　
哲

美
　

　
志

賀
　

直
樹

　
　

吉
良

　
　

進
　

　
安

藤
　

泰
英

　
　

　
　

　
　

吉
川

　
　

誠
	

　
後

藤
　

雅
人

　
　

甲
斐

　
勇

治
　

　
渡

邉
　

一
義

　
　

　
　

　
　

阿
部

　
優

樹
　

　
森

　
　

淳
史

　
　

柏
木

　
佑

太
　

　
志

賀
　

祥
一

　
　

　
　

　
　

佐
藤

　
諒

平
	

　
新

地
　

義
昭

　
　

佐
田

　
修

一
　

　
工

藤
　

英
信

　
　

　
　

　
　

高
橋

孝
一

郎
　

　
佐

藤
　

俊
郎

　
　

山
口

　
浩

史
　

　
戸

次
　

美
香

　
　

　
　

　
　

下
藤

ひ
と

み

第
1
3
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

竹
田

に
春

を
告

げ
る

「
岡

藩
城

下
町

雛
ま

つ
り

」
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
江

戸
末

期
か

ら
現

代
の

雛
を

商
家

・
ギ

ャ
ラ

リ
ー

で
展

示
し

ま
す

。
期

間
　

平
成

23
年

2月
4日

㈮
〜

　
　

　
　

　
　

　
3月

6日
㈰

　
　

　
※

展
示

は
3月

6日
㈰

16
時

ま
で

場
所

　
竹

田
市

竹
田

町
（

城
下

町
一

円
）

■
2月

4日
㈮

　
・

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

セ
レ

モ
ニ

ー
 1

0:
00

〜
（

竹
田

創
生

館
）

■
3月

4日
㈮

　
・

雛
ま

つ
り

　
流

し
雛

　
10

:0
0〜

　
　

　
　

　
　

 （
Ｊ

Ｒ
豊

後
竹

田
駅

前
　

竹
田

橋
下

）
　

　
　

　
　

　
　

期
間

中
に

展
示

し
て

い
た

折
り

雛
を

稲
葉

川
に

流
し

ま
す

。
■

3月
5日

㈯
　

・
ひ

い
な

あ
そ

び
　

10
:0

0〜
13

:0
0（

旧
N

TT
駐

車
場

）
　

　
　

　
　

　
　

昔
の

遊
び

「
竹

馬
」

「
竹

と
ん

ぼ
」

な
ど

で
遊

び
ま

す
 

　
　

　
　

　
　

・
八

幡
山

縁
日

「
楽

市
楽

座
」

同
時

開
催

 
●

お
問

い
合

せ
  竹

田
市

観
光

ツ
ー

リ
ズ

ム
協

会
竹

田
支

部
　

☎
09

74
- 6

3-
26

38

い
で
ゆ
会
3
0
周
年
記
念
式
典
＆
講
演
会

い
で

ゆ
会

は
地

域
の

皆
様

の
ご

支
援

の
も

と
、3

0
周

年
を

迎
え

る
事

が
で

き
ま

し
た

。
今

ま
で

の
活

動
を

み
な

さ
ん

と
振

り
返

り
、

こ
れ

か
ら

の
励

み
と

し
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

み
な

さ
ん

の
参

加
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

と
　

き
　

平
成

23
年

2月
4日

㈮
　

9:
30

〜
12

:3
0

と
こ

ろ
　

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

内
　

容
　

  9
:3

0〜
　

　
式

典
　

　
　

　
10

:0
0〜

　
講

演
「

『
食

べ
も

の
』

に
は

ド
ラ

マ
が

あ
る

」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

〜
こ

こ
ろ

を
育

む
食

と
農

〜
講

師
：

N
PO

法
人

「
霧

島
食

育
研

究
会

」
代

表
　

千
葉

し
の

ぶ
先

生
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
直

入
支

所
い

き
い

き
市

民
課

　
☎

75
-2

21
1

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
講

習
会

日
　

時
　

２
月

20
日

㈰
　

10
:0

0
〜

13
:0

0
場

　
所

　
竹

田
市

中
央

公
民

館
内

　
容

　
芦

刈
博

美
先

生
の

講
話

。
終

了
後

弁
当

を
食

べ
な

が
ら

懇
談

会
　

費
　

弁
当

代
を

含
み

1,
20

0円
　

市
美

協
会

員
1,

00
0円

締
切

り
　

2月
15

日
㈫

ま
で

事
務

局
に

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
主

　
催

　
竹

田
市

美
術

協
会

写
真

部
（

会
長

上
島

彬
）

●
お

問
い

合
せ

　
事

務
局

☎
62

-3
11

0（
工

藤
）、

☎
62

-2
22

9（
永

田
）

【
就

学
援

助
制

度
を

ご
存

じ
で

す
か

】
　

経
済

的
な

理
由

で
就

学
困

難
と

認
め

ら
れ

る
小

・
中

学
校

の
児

童
生

徒
へ

学
用

品
、

給
食

費
及

び
医

療
費

等
の

一
部

を
援

助
す

る
制

度
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
　

対
象

と
な

る
の

は
、

市
内

に
住

所
を

有
す

る
児

童
生

徒
の

保
護

者
で

、
前

年
度

又
は

該
当

年
度

に
お

い
て

、
生

活
保

護
法

に
基

づ
く

保
護

の
停

止
又

は
廃

止
を

受
け

た
方

、
市

民
税

非
課

税
又

は
減

免
を

受
け

た
方

、
保

護
者

の
職

業
が

不
安

定
で

生
活

が
厳

し
い

、
と

認
め

ら
れ

る
方

等
で

す
。

　
就

学
援

助
を

希
望

さ
れ

る
保

護
者

の
方

は
、

2
月

18
日

㈮
ま

で
に

各
小

・
中

学
校

へ
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
教

育
委

員
会

　
学

校
教

育
課

　
☎

63
-4

83
3



たけたん情報　平成23年２月号 ❺

1
㈫

・
竹

田
市

歴
史

資
料

館
常

設
展

『
郷

土
の

南
画

家
　

田
近

竹
邨

展
』

9
:0

0
-1

7
:0

0
　

〜
2
5
日

ま
で

・
お

は
な

し
の

へ
や

1
0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

2
㈬

・
5
歳

児
健

診
　

1
3
:0

0
〜

　（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

3
㈭

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

4
㈮

・
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
『

岡
藩

城
下

町
雛

人
形

展
』

9
:0

0
-1

7
:0

0
  

〜
3
/6

ま
で

  
・

い
で

ゆ
会

3
0
周

年
記

念
式

典
＆

講
演

会
 9

:3
0
-1

2
:3

0
（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

第
1
3
回

岡
藩

城
下

町
雛

ま
つ

り
・

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

セ
レ

モ
ニ

ー
　

1
0
:0

0
〜

（
竹

田
創

生
館

）
・

第
3
回

「
玉

来
ダ

ム
検

証
に

お
け

る
検

討
の

場
」

会
議

（
市

役
所

3
階

会
議

室
）

5
㈯

・
か

ぼ
ち

ゃ
の

国
ま

つ
り

1
2
:3

0
-1

5
:3

0
 

※
入

場
無

料
 （

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ
ー

ル
）

6
㈰

・
第

2
2
回

豊
肥

地
区

解
放

文
化

祭
1
2
:0

0
-1

6
:0

0
（

久
住

公
民

館
く

じ
ゅ

う
サ

ン
ホ

ー
ル

）
 

7
㈪

・
平

成
2
3
年

度
入

園
説

明
会

及
び

面
接

　
9
:0

0
-1

1
:0

0
（

直
入

幼
稚

園
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）：
要

予
約

・
平

成
2
3
年

度
入

園
説

明
会

及
び

面
接

1
4
:4

5
-1

6
:4

5
（

竹
田

幼
稚

園
・

南
部

幼
稚

園
）　

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

8
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

1
0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
　（

竹
田

古
町

会
場

）

9
㈬

・
3
・

6
・

1
2
か

月
児

健
診

　
1
3
:0

0
-1

5
:0

0
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

10
㈭

・
高

齢
者

大
学

竹
田

学
級

 1
0
:0

0
-1

1
:3

0
（

竹
田

市
文

化
会

館
）　

・
多

重
債

務
出

張
相

談
会

1
0
:0

0
-1

6
:0

0
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）　

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

11
㈮

・
建

国
記

念
日

　
・

豊
肥

子
牛

市
場

 　
9
:0

0
-1

2
:0

0
　

・
第

1
9
回

Ｂ
＆

Ｇ
財

団
会

長
杯

争
奪

直
入

少
年

柔
道

大
会

 
9
:3

0
-1

3
:0

0
（

竹
田

市
Ｂ

＆
Ｇ

直
入

海
洋

セ
ン

タ
ー

柔
道

場
 ）

 ・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
1
3
:0

0
〜

（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

　
問

市
文

化
財

課
　

電
話

6
3
-4

8
1
8

12
㈯

 ・
豊

肥
子

牛
市

場
  

9
:0

0
-1

2
:0

0
　

・
童

謡
と

絵
本

の
会

1
0
:0

0
-1

1
:3

0
（

佐
藤

義
美

記
念

館
〔

こ
の

こ
の

お
う

ち
〕）

・「
第

5
3
回

春
季

県
内

一
周

大
分

合
同

駅
伝

競
走

大
会

」
竹

田
市

選
手

団
結

団
式

1
8
:0

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

13
㈰

・
第

5
回

和
気

藹
音

コ
ン

サ
ー

ト
　

1
3
:0

0
〜

　
※

入
場

無
料

　（
竹

田
市

文
化

会
館

大
ホ

ー
ル

）

14
㈪

・
平

成
2
2
年

度
精

神
障

が
い

者
の

地
域

生
活

と
就

労
を

考
え

る
竹

田
フ

ォ
ー

ラ
ム

1
3
:0

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　

・
竹

田
地

区
第

2
回

Ｔ
Ｏ

Ｐ
懇

談
会

1
8
:3

0
〜

（
竹

田
商

工
会

議
所

2
階

ホ
ー

ル
）　

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

15
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

1
0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

16
㈬

・
年

金
相

談
1
0
:0

0
-1

5
:0

0
　（

竹
田

市
高

齢
者

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

）　
・

行
政

相
談

1
0
:0

0
-1

2
:0

0
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
相

談
室

）　
・

行
政

相
談

1
0
:0

0
-1

2
:0

0
（

直
入

支
所

相
談

室
）　

・
1
歳

6
か

月
児

健

診
　

1
3
:0

0
〜

　（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

大
分

県
行

政
書

士
会

無
料

相
談

会
1
3
:0

0
-1

6
:0

0
（

大
分

県
行

政
書

士
会

〔
大

分
市

〕）
 ・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

1
3
:3

0
-1

5
:3

0
（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

17
㈭

・
行

政
相

談
1
0
:0

0
-1

2
:0

0
（

荻
支

所
1
階

厚
生

室
）　

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日
　

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

1
3
:2

0
〜

1
4
:0

0
（

竹
田

幼
稚

園
）　

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

1
4
:0

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

い
な

り
の

日

18
㈮

・
認

知
症

予
防

講
演

会
1
3
:1

5
-1

6
:0

0
（

直
入

会
場

：
直

入
公

民
館

ホ
ー

ル
）　

・
国

際
C
in

em
a 

in
 T

ak
et

a「
リ

ト
ル

・
ミ

ス
・

サ
ン

シ
ャ

イ
ン

」
2
0
:0

0
〜

 ※
入

場
無

料
（

竹
田

市
総

合
福

祉
社

会
セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ
ー

ル
）

・
直

入
荘

存
続

手
法

を
考

え
る

有
識

者
会

議
　

1
3
:3

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

19
㈯

・
食

育
の

日

20
㈰

・
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

講
習

会
10

:0
0-

13
:0

0　
（

竹
田

市
中

央
公

民
館

）　
・

芸
短

フ
ェ

ス
タ

20
10

『
ラ

フ
ァ

エ
ロ

（
Ｒ

Ａ
Ｆ

Ｆ
Ａ

Ｅ
Ｌ

Ｏ
）』

12
:3

0-
17

:0
0　

　
※

入
場

無
料

（
竹

田
市

文
化

会
館

）〔
同

時
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入　札
平成23年度竹田市工事等競争入札参加資格
審査申請受付開始
■受付期間　2月1日㈫から3月4日㈮まで（土･日曜・祝日を除く）
　郵送又は信書便での申請の場合は、2月28日消印まで有
効とするため注意すること。封筒に「競争入札参加資格審
査申請書在中」と朱書のこと。必要に応じて、返信用封筒（宛
名明記･切手貼付）を同封のこと。
■受付時間　8時30分から17時までの間（正午〜13時の間を除く）
■受付場所　竹田市役所１階入札・検査課庶務係
　　　　　　（郵送・信書便可）
■有効期間　建設コンサルタント等、２年間（平成25年3

月31日まで）　県内及び新規の県外建設業者、
１年間（平成24年3月31日まで）

■提出書類　次に掲げる書類を紙ファイル、クリアファイ
ル又はクリップ等で綴り込みの上、一部提出
のこと。（ホッチキス止めは避けること）

◇建設業者の場合
　⑴競争入札参加資格審査申請書
　⑵建設業許可証明書又は許可通知書の写し
　⑶経営規模等評価結果通知書及び総合評定値通知書の写し
　⑷委任状（本社委任のある場合）
　⑸市税納税（完納）証明書（市内業者又は市内に営業所

がある場合：法人･代表者分全て）
　　※但し、平成23年1月4日以降の証明日に限るものとする。
　⑹支店等報告書（竹田市内に支店等を有する者に限る。

任意様式）
◇ 建設コンサルタント等の場合
　⑴競争入札参加資格審査申請書
　⑵経営規模等総括表（大分県様式の様式2に同じ）
　⑶測量等実績高（大分県様式の様式3に同じ）
　⑷有資格者数一覧表（大分県様式の様式4に同じ）
　⑸業務実績調書（任意様式（現況報告書の写し等）、県

指定様式でも可）
　⑹技術者経歴書（任意様式（現況報告書の写し等）、県

指定様式でも可）
　⑺委任状（本社委任のある場合）
　⑻市税納税（完納）証明書（市内業者又は市内に営業所

がある場合：法人･代表者分全て）
　※但し、平成23年１月４日以降の証明日に限るものとする。
■申請様式　竹田市HPでダウンロード可能
■そ の 他　竹田市が行う戸別合併処理浄化槽設置工事の

競争入札に新たに参加を希望する者は、大分
県に提出した特例浄化槽工事業者届出書ま
たは浄化槽工事業登録申請書の写しを、環
境衛生課生活排水係（☎0974-63-1111 内線
183･184）へ別途提出願います。

　　　　　　　また、竹田市が平成23年度に発注する
漏水調査業務の競争入札に新たに参加を
希望する者は、竹田市水道課庶務係（☎
0974-63-1046）に問い合わせの上、本申請
とは別に申請書類等を提出してください。

　※詳細については竹田市ホームページで閲覧が可能です。
●お問い合せ　竹田市入札・検査課　庶務係
　　　　　　　☎63-1111（内線 107･108）　FAX 63-1141

平成23・24年度物品等競争入札参加資格申請受付開始
　竹田市が発注する物品の買入れ、製造の請負（工事の請
負は除く）、役務の提供に係る競争入札参加には、資格審査
申請書の提出が必要です。資格審査申請をされる方は、次
に従って提出してください。		
受付期間　平成23年2月1日㈫〜平成23年2月28日㈪に受付

をします。
※平成23年３月１日㈫〜平成23年３月31日㈭の期間に資

格審査を行いますので、この期間は受付を行いません。
平成23年4月1日㈮以降に随時受付を行います。

　　なお、資格を付与した日から有効となるため、希望す
る入札に間に合わないことがあります。

申請方法
　１　提出場所　〒878-8555　竹田市大字会々 1650番地
　　　　　　　　竹田市役所入札・検査課
　２　提出方法　持参・郵送可。平成23年2月28日㈪消印

有効。ただし、受付書が必要な方は80円
切手を貼った返信用封筒を同封してくだ
さい。※資格認定審査の通知については

「認定しない方のみ発行」します。
　３　提出書類　次に掲げる書類を紙ファイル、クリア

ファイルまたはクリップ等で綴り込みの
上、１部提出のこと。（ホッチキス止め
は避けること）

番
号 書類の名称

法　人
個人 備　　　　考

（市内）（市外）

1 競争入札（見積）
参加資格申請書 ○ ○ ○ 様式第1号

2 経営概要書 ○ ○ ○ 様式第2号

3 物品その他業務
委託分類表 ○ ○ ○ 別表1

4 代表者身分証明書 ○ ○ ○

履歴事項全部証明書（法務局に
て発行）：写し可 ※個人の場合
は市長村長発行の身分証明書	

5
財務諸表
　・貸借対照表
　・損益計算書

○ ○ −
決算書：写し可
直前１年間の事業年度分に係
るもの

6
営業用純資本額に関
する書類及び収支計
算書

− − ○ 確定申告書等財務諸表に類す
る書類：写し可

7 納税証明書

市税完納
証明書 ○ − ○

市役所税務課及び支所いきい
き市民課にて発行（手数料300
円／通）：写し可　※竹田市内
に事業所を有する場合

所得税 − − ○ 税務署にて発行：写し可

法人税 ○ ○ − 税務署にて発行：免税事業者は
除く　写し可

8 委任状 − ○ − 様式第3号　※委任のある場合

　４　有効期間　平成23年４月１日（４月１日以降の受
付にあっては、資格を付与した日）から
平成25年３月31日まで

　　　注意事項　※公的機関の発行する書類は、発行日か
　ら３か月以内のものとする。

　５　お問い合わせ先　竹田市入札・検査課庶務係
　　　☎0974-63-1111（内線107・108）　FAX0974-63-1141
　　　※詳細については竹田市ホームページで閲覧が可能です。

農　業
パソコン農業簿記の確定申告指導会開催
　パソコン農業簿記を行う方を対象に平成22年分所得の確
定申告に向けた指導会を開催します。
日　時　平成23年２月３、10、17、24日（いずれも木曜日）
　　　　午前と午後に分けて実施します。
　　　　午前の部（  9:00 〜 12:00）
　　　　午後の部（13:30 〜 16:30）
場　所　２月３日　竹田市役所３階会議室
　　　　２月10、17、24日　いきいき交流センター
　　　　　（竹田市役所隣の社会福祉センター裏）
＊会場が２月３日のみ異なりますのでご注意ください。
対　　象　パソコンで農業簿記を行う方
持 参 物　パソコン、ソフトＣＤ、決算書類等
講　　師　大分県豊肥振興局普及員、ソリマチ㈱担当職員
主　　催　竹田地域担い手育成総合支援協議会
　　　　　大分県豊肥振興局
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申込期限　希望者は各開催日の前日までに竹田市農政課ま
たは各支所産業建設課に申し込みください。

●お問い合せ　竹 田 市 農 政 課（担当：磯野）☎63-4805
　　　　　　　荻支所産業建設課（担当：井上）☎68-2215
　　　　　　　久住支所産業建設課（担当：足達）☎76-1116
　　　　　　　直入支所産業建設課（担当：久米）☎75-2215

年　金
老齢基礎年金とは…
　老齢基礎年金は、保険料を納めた期間や保険料免除期間
などが、原則として25年以上あると65歳から受給できます。
　年金額は、20歳から60歳までの40年間（480月）全て保
険料を納めている場合に、満額の792,100円（平成22年度）
となります。
　なお、保険料を納めていない期間や保険料免除期間があ
る場合は、その期間に応じて減額された年金額となります。
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所
　　　　　　　☎097-552-1211
		

地域振興
地域経済を元気にするため、「10％プレミアム
（割増）付き“地域商品券”」を販売します！

【地域商品券の概要】
・商品券発行冊数　18,000冊
　　　　　　　　　（1冊500円券×22枚11,000円分）

・商品券販売価格　１冊　10,000円
・販 売 開 始 日　平成23年2月14日から
　　　　　　　　　（売り切れ次第販売終了）

・商品券販売限度額　お一人様　10万円まで
商品券販売場所・時間 商品券使用範囲

竹田商工会議所
発行分

（12,000冊）

◆竹田商工会議所
　9:00 〜 17:00（土日・祝日を除く）
◆竹田町商店街振興組合（清和館）
　9:00〜16:00（毎週火・水曜日のみ）

旧竹田市内の
取扱加盟店　

九州アルプス商工会
発行分

（6,000冊）

◆九州アルプス商工会・久住本所・
荻支所・直入支所　9:00 〜 17:00（土
日・祝日を除く）

荻町・久住町
直入町の取扱
加盟店　　　

・商品券使用期間　平成23年２月14日〜７月31日（６か月間）
●お問い合せ　竹田商工会議所　☎0974-63-3161
　　　　　　　九州アルプス商工会（久住本所）☎0974-76-0151

水　道
水道メーター検針員募集
　直入地域の簡易水道区域（直入地区）にある水道メーター

検針員を募集します。ハンディターミナルによる検針で、
一回当たり約450件、月に10日程度の業務です。
採用条件　55歳から65歳位で、原付等の免許を所持してい

る、健康で継続して５年以上従事可能な者。
　　　　　※検針用のバイク、作業着の貸与はありません。
委託金額　１件当たり100円
契約期間　平成23年４月１日から１年間、その後１年ごと

に更新します。
募集人員　１名
受付期間　平成23年２月１日㈫〜２月18日㈮
●お問い合せ　竹田市水道課庶務係　☎63-1046
　　　　　　　直入支所産業建設課　☎75-2218
　　　				  

社　会
大分県暴力団排除条例が制定されました　

〜平成23年４月１日施行〜
　この条例は、県や県民、事業者の皆さんが一体となって、
大分県からの暴力団排除を推進し、県民の安全で平穏な生
活を確保することを目的に制定され、平成23年4月1日から
施行されます。
　「暴力団を利用しない、暴力団に協力しない、暴力団と
交際しない」ということを基本理念とし、暴力団員等へ利
益を供与すること、学校等の教育施設周辺で暴力団事務所
を開設・運営すること、また、暴力団事務所に使用するこ
とを知ったうえで不動産取引や仲介、建設工事の請負をす
ることを禁止しています。
　暴力団に関する情報は、竹田警察署（☎63-2131）、また
は警察本部組織犯罪対策課（☎097-536-2131）まで

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①正・准看護師2人17 〜 23万　②介護支援専門員1人18 〜
20万　③調理スタッフ1人11 〜 15万　④ジェラート・焼
菓子の販売・製造員2人14万　⑤ガソリンスタンドスタッ
フ1人12.1万　⑥推進スタッフ4人15 〜 24万　⑦事務員1
人12.7 〜 15万⑧介護職2人14.4 〜 15.4万　⑨歯科衛生士
または歯科助手1人11 〜 14万　⑩測量・土木設計技術者1
人18 〜 40万　⑪土木作業員1人13.8 ～ 16.1万　⑫幼稚園
教諭1人14.4万

〔パート求人（時給）〕
⑬製造スタッフ3人1,060円　⑭接客係1人800 〜 1,000円
⑮販売員2人650 〜 700円　⑯鮮魚担当1人690円　⑰ヘル
パー 2人700 〜 800円　⑱清掃係1人650円　⑲養鶏作業員
1人800円　⑳検査工2人650 〜 700円　㉑販売係1人677円
㉒クリーンクルー 2人700 〜 750円　㉓作業員1人650円　
㉔フロア担当者2人700円
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○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

２月５日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月６日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
２月11日㈮ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

２月12日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月13日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

２月19日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月20日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

２月26日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月27日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

３月５日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３月６日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所　（☎0974-22-0162）

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

2月  6日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
2月11日㈮ 高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
2月13日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
2月20日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
2月27日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

竹田の話題がまるごと観られるのはＴＣＴだけ !!

◇たけた市民チャンネル特番
　・第６回歳末助け合いチャリティーショー

放 送 日 （午前の部）2月12日、19日、26日、3月5日　
土曜日　17:00 〜

（午後の部）2月13日、20日、27日、3月6日
日曜日　17:00 〜

　年末に放送しました、「第６回歳末助け合いチャリティー
ショー」を市民のみなさんのリクエストにお応えして再放送い
たします。放送は、午前の部、午後の部に分けて放送いたしま
すので、ご家族お揃いでご覧ください。

　・大河『独眼竜政宗』（毎週月曜更新）	
放 送 日 2/  7㈪〜   13㈰　第23回「小田原へ」

2/14㈪〜   20㈰　第24回「天下人」
2/21㈪〜   27㈰　第25回「人質めご」
2/28㈪〜 3/6㈰　第26回「絶体絶命」

放送時間 月曜   8:00 〜    9:00　火曜 14:50 〜 16:00
水曜 17:00 〜 18:10　木曜 20:00 〜 21:10
金曜   8:50 〜 10:00　土曜 22:50 〜 24:00
日曜 12:00 〜 13:10

　ＮＨＫで、87年1月4日から87年12月13日まで放映された　
「独眼竜政宗」の放映を開始します。独眼竜と恐れられ、仙台
62万石を一代で築いた伊達政宗の生涯、全50回をお届けします。
出演は、渡辺謙、北大路欣也、岩下志麻ほか。お見逃しなく！
※都合により番組内容が一部変更する場合があります。
●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター　☎76-1415

たけたケーブルテレビ

☆地上デジタル放送視聴のための低所得世帯への
　支援について
　総務省では経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴でき
ない低所得者に対して、支援を行っています。対象は、
①生活保護世帯などでＮＨＫ放送受信料が全額免除の世帯
②市町村民税が非課税の世帯であり、地上デジタル放送対応の
　簡易なチューナー（1台）の無償給付を行っています。
　支援の内容、申込み方法等は、対象世帯によって異なります。
詳しくは、総務省地デジチューナー支援実施センターへお問い
合せください。
○放送受信料全額免除世帯への支援　☎0570-033840
○市町村民税非課税世帯への支援　　☎0570-023724
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